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第 1回定例会の主な流れ

総

括

質

疑

本 会 議

施

政

方

針

演

説

議

案

提

出

議

案

説

明

乙
▼

委
　
一員

〈
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付
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総

括

質

疑

ぐ

特別委員会

予算審査

案

件

の

説

明

質
　
　
　
　
疑

討
　
　
　
　
論

採
　
　
　
　
決

生
▼

生
▼

生
▼

Ｌ
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一
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２
冒
面

櫃

一

転
し
体
制
強
化
を
図

っ
た
。
②
高
齢
者

置し、

施
設
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
を
受
け
た

獄

国
の
求
め
も
あ
り
、
高
齢
者
施
設
等
従

剛

事
者

へ
の
検
査
を
実
施
す
る
。
③
神
奈

劇

川
モ
デ
ル
に
基
づ
き
、
県
が
全
て
の
入

蜘

院
調
整
及
び
転
院
の
た
め
の
搬
送
調
整

祈

を
行
う
こ
と
で
、
病
床
利
用
率
は
低
下

川

し
、
逼
迫
し
た
状
況
は
脱
し
つ
つ
あ
る
。
錮

④
食
事

や
日
用
品
を
提
供
す
る
配
食

渚

サ
ー
ビ
ス
や
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー

割
榔

の
貸
し
出
し
、
電
話
等
に
よ
る
体
温
等
　
，中
相
置

の
健
康
状
態
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。　
　
曖
耐
α

固

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

榊
赫
社

接
種
の
準
備
状
況
を
間
う
。　
　
　
　
　
　
融
範
が

轟
一檬
一一一　
高

齢

者

の
約

７
割

が
接

種

を

希

明
針
悧

望

す

る
と

想

定

し
、

病

院

や
診

療

所

で

ヤ
設
機

・
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＝

る

脈

の
個
別
接
種
を
基
軸
に
、
集
団
接
種
も

対
，
ど

市
民
文
化
会
館
、
南
湖
公
民
館
、
松
林

朔
縮
酬

公
民
館
、
松
浪
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

に
つ
は

タ
ー
に
お
い
て
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
鍋
耐
厠

こ
こ
が
聞
き
た
い
！

将
来
に
つ
な
が
る
「攻
め
」

の
戦
略
を

令
和
３
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

固
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
最
優
先
課
題
と
し
、
市
民
生
活
に

重
点
を
置
く
堅
実
な
予
算
編
成
と
評
価

す
る
が
、
将
来
に
向
け
、
市
民
の
意
欲

や
希
望
と
な
る

「攻
め
」
の
事
業
も
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
。
所
見
を
問
う
。

市
長
　
実
施
事
業
を
ま
ち
の
機
能
維
持

に
最
低
限
必
要
な
義
務
的
事
業
と
ウ
ィ

ズ

・
コ
ロ
ナ
関
連
事
業
に
特
化
し
た
。

政
策
的
課
題
は
あ
る
が
、
状
況
を
見
極

め
な
が
ら
、
将
来
に
向
け
た
種
ま
き
を

少
し
ず
つ
進
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

ウ
ィ
ズ

・
コ
ロ
ナ
関
連
事
業
に
つ
い
て

固
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

係
る
①
保
健
所
機
能
の
拡
充
、
②
ク
ラ

ス
タ
ー
対
策
、
③
病
床
利
用
率
、
④
在

宅
療
養
者
支
援
に
つ
い
て
間
う
。

市
長
　
①
専
門
職
た
る
保
健
師
の
人
数

は
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
事
務
職

や
派
遣
職
員
の
活
用
を
進
め
る
と
と
も

に
、
保
健
所
機
能
を

一
部
市
庁
舎
に
移

１
１
１
バ
Ｆ
ヽ

総
括
質
疑
と
は
、
市
長
の
施
政

方
針
演
説
と
各
提
出
議
案
に
対
し

て
、
各
会
派
か
ら
代
表
者
質
疑
者

と
関
連
質
疑
者
が
行
う
質
疑
の
こ

と
で
す

（会
派
に
属
さ
な
い
議
員

は
個
人
質
疑
を
行
い
ま
す
。
）
。

３
月
に
開
催
さ
れ
る
第
１
回
定

例
会
で
の
み
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、

本
会
議
第
２
日
か
ら
第
４
日
に
か

け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

個
別
接
種
に
は
市
立
病

院
を
含
め
約
７０
の
診
療

所
の
協
力
を
、
集
団
接

種
に
は
市
医
師
会
か
ら

医
師
と
看
護
師
そ
れ
ぞ

れ
約
９０
名
の
協
力
を
受

け
て
実
施
す
る
。

固
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
向
け

囲
　
れ

た
教
育
現
場
の
対
応
を
間
う
。　
　
　
　
　
日
　
２ノ

教
育
長
　
一
人
一
台
タ
ブ
レ
ツ
ト
端
末
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の
導
入
は
主
体
的

。
対
話
的
で
深
い
学

び
の
実
現
に
有
効
で
あ
り
、
学
習
に
困

難
さ
を
抱
え
る
子
ど
も
の
支
援
に
も
効

果
が
期
待
で
き
る
。
授
業
の
変
化
に
不

安
を
抱
く
教
職
員
も
い
る
が
、
過
度
な

負
担
な
く
工
夫
が
図
れ
る
よ
う
指
導

・

助
言
を
行
い
、
学
校
支
援
に
努
め
る
。

地
域
経
済
の
促
進
に
つ
い
て

一闇
一　
茅
ヶ
崎
□
―
カ
ル
応
援
チ
ケ
ツ
ト

の
経
済
効
果
と
課
題
に
つ
い
て
間
う
。

華鶉
攣卜
華　
第
１
弾
と
第
２
弾
を
合
わ
せ
、

約
３０
億
円
の
市
内
消
費
の
喚
起
や
新
規

顧
客
の
獲
得
等
、
発
行
額
以
上
の
経
済

効
果
を
創
出
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

使
用
可
能
店
舗
と
な
る
に
は
事
前
登
録

制
と
い
う
課
題
は
あ
る
が
、
使
用
可
能

店
舗
数
を
増
や
し
、
消
費
者
の
利
便
性

を
高
め
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

固
　
茅
ヶ
崎
漁
港
北
側
駐
車
場
と
多
目

的
広
場
開
設
に
よ
る
経
済
効
果
を
問
う
。

義鉤
頷
　
地
場
野
菜
・
鮮
魚
等
を
提
供
す

る
新
た
な
地
産
地
消
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

花
火
大
会
や
湘
南
祭
等
の
既
存
イ
ベ
ン

ト
で
の
活
用
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
飲
食

ブ
ー
ス
の
出
店
に
よ
る
賑
わ
い
の
創
出
、

海
岸
利
用
客
の
利
便
性
向
上
な
ど
に
よ

り
漁
港
や
経
済
の
活
性
化
が
図
れ
る
と

考
え
て
い
る
。
今
後
は
、
国
道
１
３
４

号
を
基
軸
に
、
柳
島
ス
ポ
ー
ツ
公
園
や

柳
島
キ
ャ
ン
プ
場
、
令
和
７
年
度
に
開

設
予
定
の
道
の
駅
と
の
連
携
を
検
討
し
、

ま
ち
の
賑
わ
い
を
創
出
す
る
基
礎
と
し

て
い
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

市
民
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て

固
　
生
活
困
窮
者
支
援
、
自
立
支
援
及

び
住
ま
い
の
確
保
策
に
つ
い
て
間
う
。

市
長
　
経
済
的
困
窮
者
の
増
加
に
伴
い
、

生
活
白
」ヽ／^
相
談
窓
日
で
の
相
談
件
数
や

住
居
確
保
給
付
金
の
支
給
決
定
件
数
も

急
増
し
て
い
る
．
相
談
者
に
は
、
住
居

確
保
給
付
金
の
支
給
や
住
居
及
び
就
労

機
会
等
の
確
保
に
向
け
た
支
援
を
実
施

し
、
必
要
に
応
じ
食
料
支
援
も
行

っ
て

い
る
。

固
　
市
立
病
院
の
決
算
見
通
し
と
リ
バ

イ
バ
ル
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

ヘ
の
取
り
組
み

及
び
今
後
の
経
営
戦
略
に
つ
い
て
間
う
。

市
長
　
市
立
病
院
は
院
内
感
染
防
止
に

万
全
の
対
策
を
講
じ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
患
者
を
受
け
人
れ
た
．

先
送
り
で
き
る
人
院

。
手
術
の
制
限
等

に
よ
り
医
業
収
益
は
減
収
と
な

っ
た
が
、

収
支
改
善
の
取
り
組
み
や
感
染
症
患
者

受
け
人
れ
の
た
め
の
病
床
確
保
に
対
す

る
国
か
ら
の
補
償
も
あ
り
、
概
ね
黒
字

を
確
保
で
き
る
見
通
し
で
あ
る
。
引
き

続
き
収
支
改
善
の
取
り
組
み
を
進
め
つ

つ
、
経
営
形
態
の
見
直
し
等
に
つ
い
て

も
茅
ヶ
崎
市
立
病
院
在
り
方
検
討
委
員

会
で
有
識
者
を
交
え
て
し

っ
か
り
議
論

し
て
い
く
。

財
政
健
全
化
に
つ
い
て

固
　
持
続
可
能
な
市
政
運
営
の
た
め
、

財
政
健
全
化
は
必
須
で
あ
る
。
取
り
組

み
の
成
果
や
課
題
を
問
う
。

市
長
　
令
和
２
年
３
月
に
策
定
し
た
財

政
健
全
化
緊
急
対
策
に
基
づ
き
、
市
税
等

の
歳
入
確
保
策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

人
件
費
で
約
５
。２
億
円
、
物
件
費
で
約

３
億
円
、
補
助
費
等
で
約
１
・８
億
円
の

削
減
効
果
が
出
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

必
要
な
対
策
を
講
じ
つ
つ
、
財
政
健
全
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
と
い
う
相

反
す
る
取
り
組
み
を
同
時
に
進
め
る
難
し

さ
を
痛
感
し
て
い
る
．

信
し
た
い
思
い
と
は
何
か
伺
う
。

な
な
一　
今
回
の
施
政
方
針
は
、
取
り
組

み
を
予
定
し
て
い
る
施
策
と
考
え
方
を

述
べ
た
上
で
、
市
民
に
強
く
お
願
い
し

た
い
こ
と
を
付
け
加
え
た
。
こ
れ
ま
で
、

感
染
拡
大
防
止
対
策
や
緊
急
経
済

。
生

活
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
今
後

も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
い
状
況
に
直
面

し
て
い
る
方
に
対
し
、
行
政
の
支
援
体

制
を
し
つ
か
り
整
え
て
い
き
た
い
。
コ

ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
引
き
続

き
市
民
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

予
算
編
成
に
つ
い
て

固
　
優
先
的
か
つ
重
点
的
に
取
り
組
む

た
め
に
各
事
業
の
必
要
性
を
見
直
し
た

結
果
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
休
廃
止
と

な
っ
た
。
そ
の
判
断
と
方
針
を
伺
う
。

市
長
　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
鑑
み
、
ま

ち
の
機
能
維
持
に
最
低
限
必
要
な
義
務

的
事
業
と
ウ
ィ
ズ

・
コ
ロ
ナ
関
連
事
業

に
限
定
し
た
。
そ
れ
以
外
の
業
務
に
つ

い
て
は
、
市
民
の
安
全

。
安
心
の
確
保

や
地
域
経
済
循
環
の
促
進
、
市
民
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ツ
ト
の
確
保
等
に
資
す

る
も
の
を
除
き
、
原
則
と
し
て
予
算
計

上
し
な
い
こ
と
と
し
た
。
厳
し
い
予
算

編
成
だ
が
、
保
健
所
や
市
立
病
院
の
体

制
確
保
、
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
、
教

育
現
場
の
質
の
確
保
な
ど
、
こ
の
危
機

〓
◇
〓
〓
〓
◇
〓
〓
〓
◇
〓
〓
〓
◇
〓
〓
〓
◇
〓
〓
〓
◇
≡

壮
“

ヨ■ +
目 ′ト

令
和
３
年
度
施
政
方
針
か
ら

市
政
運
営
の
展
望
を
問
う

総

括

質

疑

絆
・新
し
い
風

■
■

曲
・・一

市
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

固
　
施
政
方
針
は
未
曽
有
の
危
機
に
立

ち
向
か
う
市
長
の
決
意
表
明
と
読
み
取

れ
る
。
市
長
が
市
民
に
対
し
、
特
に
発
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総

括

質

疑

事
態
に
お
い
て
も
必
要
と
さ
れ
る
経
費

は
可
能
な
限
り
確
保
す
る
よ
う
努
め
た
。

し
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
財
源
と
し
て
発
行

し
た
市
債
の
償
還
に
よ
り
見
込
ま
れ
る
公

債
費
の
増
加
は
財
政
運
営
の
大
き
な
課
題

と
認
識
し
て
お
り
、
そ
の
対
応
の
た
め
に

は
、
人
件
費
や
物
件
費
、
補
助
費
等
と

い
っ
た
他
の
経
常
的
経
費
の
削
減
が
不
可

欠
で
あ
る
。
今
後
も
、
市
債
の
発
行
が
将

来
世
代
へ
の
負
担
の
先
送
り
で
あ
る
こ
と

を
認
識
し
、
市
債
を
発
行
し
て
で
も
実
施

す
る
事
業
な
の
か
と
い
う
視
点
の
も
と
、

身
の
丈
に
合
っ
た
財
政
運
営
を
行
っ
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

道
の
駅
整
備
事
業
へ
の
考
え
方
と
旧
西

浜
駐
車
場
の
活
用
施
策
に
つ
い
て

固
　
地
域
の
賑
わ
い
創
出
の
拠
点
と
な

る
道
の
駅
整
備
事
業
が
延
期
さ
れ
た
。

国
道
１
３
４
号
を
線
と
捉
え
て
活
性
化

を
図
る
と
い
う
当
初
の
計
画
の
構
想
に

対
す
る
現
在
の
考
え
方
と
、
旧
西
浜
駐

車
場
の
今
後
の
活
用
施
策
を
伺
う
。

市
長
　
地
域
経
済
活
性
化
の
起
爆
剤
で

あ
り
、
本
市
特
有
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

含
め
た
ま
ち
の
魅
力
の
発
信
拠
点
た
る
道

の
駅
に
期
待
す
る
役
割
は
、
オ
ー
プ
ン
延

仲
に
よ
り
変
わ
る
こ
と
な
く
、
現
在
の
市

内
経
済
、
生
活
様
式
の
変
容
等
に
鑑
み
る

と
、
よ
り

一
層
大
き
く
な
っ
て
い
る
．
柳

島
ス
ポ
ー
ツ
公
同
等
の
近
隣
施
設
と
の
連

携
や
、
国
道
１
３
４
け
を
線
や
面
と
し
て

捉
え
た
有
機
的
な
連
携
を
通
し
て
相
乗
効

果
を
図
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
茅
ヶ
崎

西
浜
駐
車
場
跡
地

は
、
現
在
に
至
る

ま
で
活
用
に
向
け

た
事
業
者
ヒ
ア
リ

ン
グ
等
を
重
ね
て

い
る
が
、
本
格
的

な
活
用
に
至

っ
て

い
な
い
。

移
動
図
書
館
車
の
活
動
停
止
に
つ
い
て

固
　
長
年
、
市
民
に
愛
さ
れ
た
事
業
だ

が
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
市
民
が
い
る

中
で
考
え
を
伺
う
。

教
育
推
進
部
長
　
現
行
の
車
両
は
２２
年

以
上
の
使
用
に
よ
り
、
老
朽
化
が
進
み
、

移
動
図
書
館
車
と
し
て
の
使
用
を
見

――‐―‥
す

必
要
が
生
じ
て
お
り
、
財
政
健
全
化
へ
令

庁
　
丸
で
取
り
組
む
と
い
う
考
え
の
も
と
、

本
年
度
を
も
っ
て
移
動
図
書
館
車
巡
回
事

業
を
終
了
す
る
と
い
う
苦
渋
の
決
断
を
し

た
。
欄
年
以
上
の

歴
史
に
幕
を
閉
じ

る
こ
と
に
さ
ま
ざ

ま
な
ご
意
見
を
い

た
だ
い
た
。
長
年

に
わ
た
る
ご
利
用

に
感
謝
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
愛

‐‐‥‐‐‥

着
を
持
っ
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
大
変
心

苦
し
く
感
じ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
に

市
民
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
図
書
館
を
目
指

し
て
い
く
。

〓
◇
〓
〓
〓
◇
〓
〓
〓
◇
〓
〓
〓
◇
〓
〓
〓
◇
〓
〓
〓
◇
≡

本
当
に
必
要
な
と
こ
ろ
に
行
政

サ
ー
ビ
ス
は
届
い
て
い
る
か

市
民
活
動
の
継
続
に
つ
い
て

固
一　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
暮
ら
し
の
変
化

は
、
人
の
つ
な
が
り
や
地
域
の
生
活
、

活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
築
か
れ
て
き
た
市
民
の
社
会

的
活
動
を
停
滞
さ
せ
な
い
た
め
の
施
策

が
必
要
で
あ
る
が
、
市
民
活
動
の
場
所

の
確
保
と
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
市
民
活
動
の
重
要
性
は
認
識
し
て
お

り
、
活
動
の
継
続
に
は
活
動
場
所
の
確
保
は

必
須
で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
各
施
設
の

利
用
に
当
た
り
、
確
実
に
感
染
防
止
策
を
講

じ
る
必
要
が
あ
る

〈′後
も
市
民
の
安
全
を

第
一
に
考
え
、
公
共
施
設
が
継
続
的
に
利
用

で
き
る
よ
う
、
十
分
配
慮
し
て
い
く
。

固
　
厳
し
い
財
政
状
況
を
理
由
に
各
種

補
助
金
や
委
託
金
が
減
額
や
廃
止
と
な

る
が
、
平
和
啓
発
関
連
事
業
や
パ
ソ
コ

財
政
調
整
基
金
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て

固
一　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
財
政
調
整

基
金
の
積
み
立
て
を
確
保
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
厳
し
い
財
政
状
況
が
続

く
中
、
本
来
の
財
政
調
整
基
金
の
役
割

を
含
め
、
考
え
を
伺
う
。

市
議
一　
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
金

は
、
こ
の
よ
う
な
危
機
事
態
に
対
し
て

投
じ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
予
算
編
成
に
当
た
り
、

財
政
調
整
基
金
繰
入
金
の
投
入
が
不
可

欠
と
な
る
状
況
は
、
身
の
丈
に
合

っ
た

財
政
運
営
で
な
い
こ
と
で
あ
り
、
決
し

て
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
と
強
く
考

え
る
。
令
和
３
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、

ウ
ィ
ズ

・
コ
ロ
ナ
関
連
事
業
に
お
け
る

一
般
財
源
部
分
の
み
財
政
調
整
基
金
繰

入
金
を
計
上
し
た
。

市
債
償
還
金
の
増
加
に
向
け
た
対
応
に
つ
い
て

固
　
市
債
償
還
金
は
令
和
４
年
度
以
降
、

ピ
ー
ク
が
約
６０
億
円
に
な
る
。
令
和
３

年
度
の
対
応
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

な
憮
鯉一　
現
総
合
計
画
の
計
画
期
間
を
人

口
減
少
期
ま
で
の
残
さ
れ
た
１０
年
間
と
捉

え
、
耐
震
性
に
課
題
の
あ
る
公
共
施
設
の

再
整
備
等
の
大
型
事
業
を
積
極
的
に
実
施

小 磯 妙 子

市
民
自
治
の
会

※3 財政調整基金…経済不況による税収減少や災害による支出増加などに備え、財政運営を長期的・計画的に行うために積み立てる基金

餞
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ン
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
事
業
な
ど
、
長
く

市
民
の
文
化
や
福
祉
を
支
え
て
き
た
活

動
を
継
続
さ
せ
る
た
め
の
支
援
策
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長
　
市
民
活
動
の
継
続
に
必
要
な
支
援

に
つ
い
て
、
各
団
体
か
ら
は
、
講
座
や
展
示

の
際
の
相
談
体
制
、
会
場
の
確
保
、
市
民
へ

の
広
報
に
つ
い
て
市
の
支
援
を
求
め
る
意
見

が
出
て
い
る
。
本
市
で
は
、

「ま
な
び
の
市

民
講
師
」
制
度
に
つ
い
て
、
市
民
団
体
が
よ

り
主
体
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
、
制
度
の
見

直
し
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
活
動
の
支
援
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

会
議
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
た
講
座
の
開
催
方

法
の
指
導
や
動
画
作
成
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
、
市
民
活
動
の
停
滞
を
招
か
な

い
よ
う
団
体
の
意
見
を
踏
ま
え
た
支
援
を
実

施
し
て
い
く
。

地
域
福
祉
に
お
け
る
包
括
的
支
援
体
制
に
つ
い
て

固
　
令
和
３
年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
る

重
層
的
支
援
体
制
の
構
築
に
向
け
て
①

相
談
支
援
、
②
参
加
支
援
、
③
地
域
づ

く
り
に
向
け
た
支
援
の
３
種
の
重
層
的

な
支
援
を
、
本
市
の
地
域
福
祉
の
実
情

を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
に
整
備
し
て
い

く
の
か
伺
う
。

市
長
　
本
市
で
は
、
各
地
域
、
各
団
体

の
活
発
な
地
域
福
祉
活
動
が
継
続
し
て

お
り
、
地
域
と
行
政
を
は
じ
め
と
す
る

専
門
機
関
と
の
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
連
携

が
行
わ
れ
て
い
る
。　
一
方
で
、
社
会
情

勢
の
変
化
に
よ
り
、
地
域
福
祉
活
動
の

担
い
手
の
高
齢
化
や

「
地
域
福
祉
に
興

味
の
あ
る
人
」
と

「活
動
す
る
場
所
」

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
な
ど
、
活
動
の
継
続
性

に
関
わ
る
課
題
が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
３
種
の
支

援
を

一
体
的
に
進
め
て
い
く
。

銀
義幌
醸骰
鐵誦
無諫
　
３
種
の
支
援
の
具
体
的
な

実
践
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度
に
新

設
す
る
総
合
相
談
担
当
が
取
り
ま
と
め

役
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
市
が
地
域
や
関

係
機
関
と
積
み
上
げ
て
き
た
取
り
組
み

を
有
機
的
に
つ
な
ぎ
、
個
別
支
援
、
地

域
支
援
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
新
た

な
取
り
組
み
を
検
討
す
る
。
①
相
談
支

援
は
、
各
専
門
窓
口
に
よ
る
多
機
関
連

携
の
充
実
と
、
は
ざ
ま
の
課
題
に
対
応

す
る
総
合
相
談
の
強
化
、
地
域
と
専
門

窓
日
と
の
連
携
に
よ
る
幅
広
い
ニ
ー
ズ

キ
ャ
ッ
チ
を
行
う
。
③
地
域
づ
く
り
は
、

従
来
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置
事
業

を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
地
域
と
関
係
機
関

で
福
祉
課
題
を
共
有
し
、
解
決
を
試
み

る
中
で
、
居
場
所
づ
く
り
や

「
人
と

人
」

「
人
と
活
動
」
を
つ
な
ぐ
仕
組
み

を
構
築
す
る
。
②
参
加
支
援
で
は
相
談

支
援
と
地
域
づ
く
り
を
リ
ン
ク
し

「
地

域
の
社
会
資
源
」
と

「社
会
参
加
を
必

要
と
し
て
い
る
人
」
を
つ
な
ぎ
、
継
続

し
た
支
援
を
行
う
体
制
を
構
築
す
る
。

固
一　
参
加
支
援
と
地
域
づ
く
り
に
向
け

た
支
援
は
特
に
課
題
と
な
る
。
地
域
活

動
の
担
い
手
の
高
齢
化
や
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
地
域
住
民
の
距
離
の
変
化
と
い
っ

た
状
況
の
中
で
、
地
域
の
人
材
育
成
等

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

濃
涸
謳
蒟
鰈
・　
活
動
の
担
い
手
の
不
足
や

高
齢
化
を
地
域
の
人
材
育
成
の
福
祉
課
題

と
捉
え
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
活
用
し
た
動

画
配
信
や
担
い
手
確
保
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
な
ど
、
市
と
地
域
が
協
働
で
行
う
こ

と
で
、
幅
広
い
年
齢
層
の
担
い
手
の
確
保

と
地
域
活
動
の
活
性
化
を
図
る
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
は

「支
援
さ
れ
る
側
」
で
あ
っ

た
方
も
可
能
な

範
囲
で
担
い
手

と
し
て
活
躍
で

き
る
参
加
支
援

の
仕
組
み
づ
く

り
も
進
め
て
い

ノヽ
。ヽ

〓
◇

〓
〓
〓
◇
〓
〓
〓
◇
〓
〓
〓
◇
〓
〓
〓
◇
〓
〓
〓
◇
≡

滝 □友 美

阿 部 英 光

な仕組みをつくると同時に、誰にとっても働きや

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
新
た
な

展
望

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て

一間
一　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
副
反
応
は
、
‐よ

可
能
性
が
ゼ
ロ
で
は
な
い
。
集
団
接
種

醐

会
場
に
お
け
る
対
応
を
問
う
。　
　
　
　
　
か

一轍
鸞
一　
集
団
接
種
会
場
で
は
、
接
種
後
に

つ

少
な
く
と
も
１５
分
間
は
別
室
で
待
機
し
、　
峰

看
護
師
が
状
態
を
観
察
す
る
予
定
で
あ
る
。
％

ま
た
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
な

腱

ど
の
重
篤
な
副
反
応
に
備
え
、
救
急
処
置

鋼

用
品
を
接
種
会
場
に
配
備
し
、
そ
こ
に
従

か，さ

事
す
る
救
急
医
師
や
看
護
師
等
と
事
前
に

動

役
割
確
認
を
行
い
、
速
や
か
な
応
急
治
療

釉

及
び
病
院
搬
送
が
で
き
る
体
制
を
整
え
る
。
轟

就
労
支
援
の
推
進
に
つ
い
て

一間
一　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
就
労
の
推
進
も
含

鵬

め
た
、
多
様
な
働
き
方
を
支
援
す
る
取

カ

リ
組
み
を
問
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ

市
長
　
本
市
独
自

の
事
業

で
あ
る

「
就

ュ

労

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ
プ
事
業
」

の
実
施

や
、
利

包括的な相談支援体制のイメージ

図(厚労省のHPより抜粋)

さまざ

総

括

質

疑

目の不自由な方に

も、議会の活動を

知つていただくため、

点字版と録音版(茅ケ

出奇録音奉仕会の協力
で作成)の「議会だよ

り」を発行していま

す。利用を希望され

る方は、議会事務局
までお問い合わせく

ださい。

点字版と録音版の
「議会だより」の発行

公
明
ち
が
さ
き

すく、働きがいのある職場環境を目指す取 り組み

Ｌ
還
彎
―

』

ｍ
、
」一

メ濶
一一一瀑
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総

括

質

疑

多
様
な
働
き
方
に
つ
な
が
る
相
談
事
業

や
講
座
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ｗ
剰
内
馘
な
　
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
多
様
な

働
き
方
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
も
切
れ
目
の
な
い
支
援
体
制
の
構

築
を
図
っ
て
い
く
。

子
ど
も
の
新
た
な
学
習
環
境
に
つ
い
て

固
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現

に
向
け
た
、
Ｉ
Ｃ
丁
活
用
教
育
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
や
情
報
モ
ラ
ル
教
育
推
進
事
業

の
活
用
な
ど
の
取
り
組
み
を
問
う
。

教
育
長
　
当
該
事
業
に
つ
い
て
、
国
か

ら
必
要
な
助
言
を
受
け
て
い
る
。
今
後

も
全
教
職
員
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
効
果
的

に
活
用
で
き
る
よ
う
、
国
の
補
助
事
業

等
の
活
用
も
検
討
し
な
が
ら
、
各
学
校

へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
強
化
し
て
い
く
。

地
域
経
済
循
環
の
促
進
に
つ
い
て

固

　
民
間

の
知
恵

や
活
力
を
活

か
し
た

市
有
財
産

に
関
す

る
地
域

経
済
活

性
化

施
策
に

つ
い
て
間
う
。

饉
轟
鑢
　
市
有
財
産

の
利
活
用
を
検
討
す
る

際
に
は
、
民
間
事
業
者
に
サ
ウ
ン
デ
イ
ン
グ

型
市
場
調
査
等

の
活
用
意
向
調
査
を
行

っ
て

い
る
。
ま
た
、
令
和
３
年
４
月
に
施
設
再
編

整
備
課
と
用
地
管
財
課
を
統
合
し
て
新
た
に

財
務
部
に

「資
産
経
営
課
」
を
設
置
し
、
よ

り
効
果
的
な
資
産
活
用
を
推
進
し
て
い
く
。

固
　
市
有
財
産
の
活
用
に
当
た
り
、
地

域
活
性
化
等
も
踏
ま
え
た
検
討
を
す
べ

き
だ
が
、
令
和
３
年
４
月
に
新
設
す
る

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
担
当
も
含
め

た
庁
内
連
携
を
間
う
。

財
一議
部
機
一
市
有
財
産
の
活
用
を
行
う

際
に
は
、
特
に
慎
重
な
検
討
が
必
要
で

あ
り
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
の
活
用
を
含
め
、
全
庁
的
に
緊
密
な

連
携
を
図
っ
て
い
く
。

市
民
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ツ
ト
に
つ
い
て

固
　
住
宅
確
保
給
付
金
の
申
請
を
、
さ

ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら
た
め
ら
う
方
や
申

請
に
至
ら
な
い
方
も
い
る
が
、
必
要
な

方
へ
の
制
度
の
周
知
や
、
申
請
に
つ
な

げ
る
た
め
の
取
り
組
み
を
問
う
。

市
長
・
各
種
広
報
媒
体
に
加
え
、
庁
内
関

係
課
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
制
度

を
周
知
し
て
い
る
。

固
　
市
内
１３
地
区
に
あ
る
福
祉
相
談
室

の
役
割
が
重
要
と
考
え
る
が
、
さ
ら
な

る
周
知
等
に
つ

い
て
見
解
を
問

う
。
福
祉
部
長
　
初
期

相
談
機
能

の
周

知
と
機
能
強
化

を
図
っ
て
い
く
。

こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

固
　
市
政
運
営
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
、

国
の
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
を
踏
ま
え
た

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
見
解
を
間
う
。

市
長
一　
デ
ー
タ
を
正
確
に
分
析
し
て
効

果
的
な
政
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
基
盤
と

な
る
た
め
、
今
後
も
研
究
を
進
め
る
。

固
　
今
後
の
事
業
検
討
に
当
た
り
、
十

分
な
エ
ビ
デ
ン
ス
を
基
に
事
業
の
有
効
性

を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
に
よ

る
分
析
は
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
Ａ
Ｉ
の
活
用

が
効
果
的
と
考
え
る
が
見
解
を
問
う
。

金
画
部
長

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
は
、

優
先
順
位
の
裏
付
け
と
し
て
重
要
で
あ
り
、

持
続
可
能
な
行
政
運
営
に
不
可
欠
で
あ
る

た
め
、
継
続
的
に
検
証
を
行
う
。

〓
◇

〓
〓
〓
◇
〓
〓
〓
◇
〓
〓
〓
◇
〓
〓
二
◇

〓
〓
〓
◇
≡

自
い
太木■■

薔
悧

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
社
会
で

光
が
射
す
ま
ち
を
目
指
し
て

人
件
費
の
削
減
に
つ
い
て

固
　
業
務
量
を
見
直
さ
ず
に
市
の
非
正

規
職
員
を
減
員
す
る
こ
と
は
、
正
規
職
員

の
負
担
増
加
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

市
長
一　
財
政
健
全
化
と
コ
ロ
ナ
禍
と
い

う
厳
し
い
状
況
の
中
、
予
算
を
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
か
ら
見
直
し
し
た
こ
と
で
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
ヘ
の
影
響
を
懸
念
す
る
声

も
あ

っ
た
。
今
後
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

ヘ
の
影
響
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
考

慮
し
な
が
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
に
よ

る
効
率
的
な
体
制
整
備
を
進
め
て
い
く
。

柔
軟
な
施
策
の
展
開
に
つ
い
て

蘭
］

人
□
減
期
に
お
け
る
ま
ち
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
の
維
持
と
新
た
な
生
活
様
式
を
取
り

入
れ
た
施
策
の
展
開
に
つ
い
て
、
見
解
を
問
う
。

市
長
一　
当
初
予
算
の
計
上
を
見
送
っ
た

イ
ベ
ン
ト
等
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍

等
の
動
向
を
踏
ま
え
、
状
況
が
好
転
し

た
場
合
に
は
、
本
市
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
や
新
た
な
生
活
様
式
を
踏
ま
え

て
、
補
正
予
算
で
の
計
上
も
視
野
に
入

れ
る
な
ど
、
ま
ち
の
活
性
化
に
向
け
、

柔
軟
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
く
。

持
続
可
能
な
ま
ち
に
お
け
る
市
立
病
院

の
役
割
に
つ
い
て

固
　
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
観
点
か
ら
、

安
心
し
て
高
度
な
医
療
を
受
診
で
き
、
感

染
症
対
策
も
充
実
し
て
い
る
ま
ち
は
大
き

な
魅
力
と
考
え
る
。
今
後
の
市
立
病
院
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
市
民
や
転
入
者
の

福祉相談室を備える地域包括支援センター

の

な

も

は

つヽ

で

い

の

と

る

す
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指

に
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を
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ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

副
院
長
　
市
立
病
院
は
、
公
」ヽ／^
病
院
と
し

て
医
療
に
お
け
る
市
民
の
安
全

。
安
心
の
役

割
を
果
た
し
、
市
民
や
近
隣
住
民
か
ら
も
期

待
さ
れ
、
ま
ち
の
魅
力
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て

い
る
．
今
後
の
市
立
病
院
の
在
り
方
に
つ
い

て
は
、
安
定
し
た
経
営
環
境
の
下
、
市
民
の

健
康
を
守
る
た
め
に
必
要
な
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
と
い
う
基
本
線
を
外
さ
な
い
よ

う
に
、
議
論
を
進
め
て
い
く
´

教
員
の
意
識
改
革
に
つ
い
て

固
　
市
の
魅
力
と
し
て
教
育
の
充
実
は

不
可
欠
で
あ
り
、
教
職
員
も
自
治
体
の

発
展
を
視
野
に
入
れ
、
未
来
の
人
材
育

成
と
魅
力
あ
る
教
育
環
境
に
つ
い
て
考

え
る
べ
き
で
あ
る
が
、
見
解
を
問
う
。

教
育
長
　
学
校
が
市
や
地
域
社
会
の
発

展
に
関
わ
り
、
地
域
と
協
働
し
な
が
ら

学
校
教
育
が
充
実
す
る
よ
う
、
教
職
員

の
意
識
と
教
育
活
動
の
質
の
向
上
を
図

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
今
後
も
、
学

校

・
地
域

。
行
政
の

新
た
な
連
携
体
制
の

構
築
に
向
け
、
関
係

機
関
と
連
携
を
密
に

図
り
な
が
ら
各
学
校

へ
の
支
援
に
努
め
て

い
く
。

茅
ヶ
崎
の
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

固
　
実
施
計
画
を
定
め
な
い
中
で
、
ま

ち
の
将
来
像
を
ど
の
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
る
か
、
見
解
を
問
う
。

市
長
　
首
都
圏
か
ら
近
く
、
気
候
も
温

暖
な
本
市
は
、
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

秘
め
て
い
る
。
行
政
だ
け
で
な
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
民
間
と
連
携
協
力
し
、

ま
ち
の
総
合
力
を
高
め
て
い
く
。

〓
◇
〓
〓
〓
◇
〓
〓
〓
◇
〓
〓
〓
◇
〓
〓
〓
◇
〓
〓
〓
◇
≡

新 倉 真 二

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市
の
で

き
る
事
業
に
つ
い
て

財
政
の
見
通
し
に
つ
い
て

固
一　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
本
市
の
経
済
情

勢
と
今
後
の
財
政
の
見
通
し
に
つ
い
て

間
う
。

市
長
　
市
税
の
約
４４
％
を
占
め
る
個
人

市
民
税
は
、
前
年
度
比
で
約
１５
億
円
の

減
少
を
見
込
み
、
法
人
市
民
税
も
、
約

４
億
円
の
減
少
を
見
込
ん
で
い
る
。
感

染
拡
大
に
伴
う
市
税
収
人

へ
の
影
響
は
、

令
和
３
年
度
に
限

つ
た
こ
と
で
は
な
く
、

中
長
期
的
に
影
御
を
及
ぼ
す
可
能
性
が

高
く
、
先
行
き
が
不
透
明
な
状
況
が
当

面
続
く
と
考
え
て
い
る
。

ウ
ィ
ズ

・
コ
ロ
ナ
関
連
事
業
に
つ
い
て

固
一　
コ
ロ
ナ
禍
の
克
服
を
目
指
す
観
点

で
は
、
ウ
イ
ル
ス
と
共
存
す
る
か
の
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
ウ
ィ
ズ

・
コ

ロ
ナ
と
い
う
言
葉
は
、
あ
ま
り
使
う
べ

き
で
は
な
い
と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

企
画
部
長
　
ウ
イ
ル
ス
が
身
近
に
存
在

す
る
こ
と
を
前
提
に
、
最
悪
の
事
態
も

想
定
し
な
が
ら
、
ウ
イ
ル
ス
と
の
共
存

も
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

認
識
し
て
い
る
．
今
後
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
進
捗
等
に
よ
り
、
感
染
リ
ス
ク
が

ド
が
り
、
社
会

・
経
済
の
回
復
期
を
迎

え
た
際
に
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
出
Ｈ
戦
略

を
明
確
に
し
た
新
た
な
言
葉
を
位
置
付

け
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る

地
域
防
災
に
つ
い
て

固
一　
コ
ロ
ナ
禍
で
地
区
防
災
訓
練
等
を

実
施
で
き
な
い
状
況
だ
が
、
防
災

・
減

災
の
力
を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
地
域

防
災
力
の
向
上
は
必
要
と
考
え
る
。
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
間
う
。

市
民
安
全
部
長
　
令
和
３
年
度
の
地
区
防

災
訓
練
に
つ
い
て
は
、
感
染
防
止
の
ポ
イ

ン
ト
を
踏
ま
え
実
施
す
る
　
具
体
的
に
は
、

多
く
の
人
が
集
ま
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、

自
主
防
災
組
織
役
員
や
防
災
リ
ー
ダ
ー
な

ど
に
参
加
者
を
限
定
す
る
と
と
も
に
、
市

で
実
施
可
能
な
訓
練
メ
ニ
ュ
ー
例
を
提
示

し
、
各
地
区
の
実
情
に
合
わ
せ
て
実
施
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
防
災

リ
ー
ダ
ー
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
地
区
単
位
で
の
実

施
で
は
な
く
、
市
域
全
体
で
行
う
こ
と
で
、

年
々
変
化
し
て
い
る
防
災
に
関
す
る
最
新

の
知
識
や
技
術
を
伝
え
、
防
災
リ
ー
ダ
ー

間
の
情
報
共
有
な

ど
横
の
つ
な
が
り

”囁

も
図
り

つ
つ
、
参

加
者
同
士
の
距
離

の
確
保
や
開
催
回

数
を
増
や
す
な
ど
、

感
染
予
防
対
策
を

観

徹
底
し
て
い
く
。
　

」”

コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て

固
　
第
４
波
の
可
能
性
も
あ
る
中
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
職
員
体
制
に
つ
い
て

の
評
価
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
間
う
。

総
務
部
長
　
必
要
な
行
政
機
能
を
堅
持

し
つ
つ
、
刻
々
と
変
化
す
る
感
染
状
況

や
事
務
量
に
応
じ
た
組
織
体
制
を
柔
軟

か
つ
適
時
適
切
に
構
築
で
き
る
よ
う
応

援
職
員
人
材
バ
ン
ク
を
立
ち
上
げ
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
生
じ
た
事
業
量
の
増

減
や
当
面
の
見
通
し
を
見
極
め
た
上
で

各
部
局
が
選
出
し
た
職
員
を
登
録
し
、

醒
鰤

警戒レベルに応じた

住民の行動や情報

総

括

質

疑

新
政
ち
が
さ
き

41ぉ
1職堀ぃ|"腱 な場詢 ら奎晏]‖ 1迎

“
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保
健
所
な
ど
に
応
援
配
置
を
行
い
、
適

切
な
対
応
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

今
後
も
、
緊
急
事
態
が
生
じ
た
際
に
適

切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
こ
れ
ま
で
の

考
え
方
に
と
ら
わ
れ
ず
に
柔
軟
な
対
応

を
図
っ
て
い
く
。

〓
◇
〓
〓
〓
◇
〓
〓
〓
◇

〓
〓
〓
◇
〓
〓
〓
◇
〓
〓
〓
◇
≡

中野幸雄

子
ど
も
や
高
齢
者
を
守
る

施
策
を

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

［回
　
無
症
状
の
感
染
者
を
発
見
し
、
感
染
を
抑

え
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
を
間
う
。

市
長
　
必
要
に
応
じ
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
範

囲
を
、
濃
厚
接
触
者
に
当
た
ら
な
い
無
症

状
の
接
触
者
ま
で
広
げ
、
感
染
拡
大
の
防

止
に
努
め
て
い
る
［

固
一　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
拡
充
を
国
や

県
に
要
望
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解

を
間
う
。

保
健
所
副
所
長
　
感
染
力
の
強
い
変
異

株
の
拡
大
等
も
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
必

要
性
を
勘
案
し
、
他
白
治
体
と
も
連
携

し
な
が
ら
国
や
県
に
要
望
し
て
い
く

［闘
］

保
健
所
体
制
の
強
化
に
は
、
経
験
値

や
対
応
力
等
の
ス
キ
ル
を
持
つ
正
規
職
員
の

増
一異
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

摯鯰
Ｔ
・
新
た
な
感
染
症
に
備
え
、
業
務

の
習
熟
度
向
上
や
適
正
な
人
員
配
置
等

に
よ
り
、
適
切
な
患
者
対
応
を
図
る
。

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

固
　
〈「
和
３
年
度
に
限
り
所
得
制
限
及

び

一
部
負
担
金
を
撤
廃
す
る
理
由
を
、
保

護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
と
子
ど
も
の

健
康
を
守
る
た
め
と
し
て
い
る
。
そ
の
考

え
方
で
あ
れ
ば
、
今
後
も
恒
久
的
に
継
続

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

こ
ど
も
育
成
部
長
　
国
へ
の
国
庫
補
助

制
度
の
創
設
や
県
へ
の
補
助
率
の
拡
大

の
要
望
を
継
続
し
つ
つ
、
本
市
の
施
策

の
優
先
順
位
を
見
極
め
、
効
果
的
な
子

育
て
施
策
を
検
討
し
た
い
。

本
市
と
し
て

「気
候
非
常
事
態
宣
言
」

を
発
す
る
こ
と
に
つ
い
て

固
　
気
候
非
常
事
態
宣
言
は
、
異
常
気

象
に
よ
る
災
害
の
多
発
に
対
す
る
危
機
感

を
共
有
し
、
共
に
行
動
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
る
。
宣
言
を
発
し
、
防
災
対
策

と
環
境
政
策
を
推

進
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
見
解
を
問

う
。
環
境
部
長
　
一量
百

発
出
の
た
め
の
準

備
が
済
み
、
現
在
は
具
体
的
な
宣
言
日

や
方
法
等
を
調
整
し
て
い
る
。

〓
◇
〓
〓
〓
◇
〓
〓
〓
◇
〓
〓
〓
◇
〓
〓
〓
◇
〓
〓
〓
◇
≡

備
え
に
向
け
た

「大
い
な
る
第

一
歩
」
と

な
る
予
算
で
あ
る
。伊 藤 素 明

こ
れ
か
ら
の
市
政

運
営
に
つ
い
て

固
　
多
様
な
人
材
活
用
を
図
り
つ
つ
、

各
職
員
が
持
つ
能
力
を
最
大
限
に
発
揮

で
き
る
適
切
な
職
場
へ
の
配
置
転
換
や
、

働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整
備
等
に
つ

い
て
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長
　
平
成
３０
年
４
月
に
改
定
し
た

「茅
ヶ
崎
市
職
員
の
人
材
育
成
基
本
方

針
」
を
も
と
に
、
人
事
評
価
制
度
等
の

見
直
し
や
充
実
を
図
り
つ
つ
、
面
談
を

通
じ
た
職
員
の
能
力
や
適
性
、
意
向
を

踏
ま
え
た
適
材
適
所
の
配
置
管
理
を
実

施
し
て
き
た
ｃ
ま
た
、
令
和
３
年
度
を

初
年
度
と
す
る

「
茅

ヶ
崎
市
総
合
計

画
」
で
は
、
未
来
創
造

へ
の
挑
戦
を
掲

げ
、
変
化
に
迅
速
な
対
応
が
と
れ
る
職

員
力

・
組
織
力
の
向
上
を
定
め
て
い
る
Ｔ

今
後
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
実
践
し
た
多
様

な
働
き
方
を
踏
ま
え
、
人
材
育
成
基
本

方
針
の
改
定
も
視
野

に
入
れ
、
職
員
が
持

て
る
力
を
最
大
限
発

揮
で
き
る
職
場
環
境

の
整
備
に
着
実
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

製

下
「
一利
３
年
二
度
当

初
一

酬
一予
算
に
つい
て

固
　
令
和
３
年
度
予
算
は
財
政
健
全
化

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
等
の
多

く
の
課
題
が
あ
る
中
で
、
市
民
に
も

一

定
の
我
慢
に
理
解
を
求
め
る
側
面
が
あ

る
。
所
管
部
局
の
考
え
や
思
い
を
間
う
。

財
務
部
長
　
未
曾
有
の
危
機
事
態
に
直

面
し
、
多
く
の
課
題
や
制
約
を
抱
え
た
中

で
、
古
心
に
苦
心
を
重
ね
な
が
ら
全
庁

一

九
と
な
っ
て
や
っ
と
の
思
い
で
組
み
上
げ

た
予
算
で
あ
る
ｔ
予
算
編
成
過
程
で
全
職

員
が
議
論
を
深
め
、
断
腸
の
思
い
で
見
直

し
を
行
つ
た
こ
と
は
、
将
来
に
向
け
て
、

本
市
の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
が
る
と
信

じ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
我
慢
が
、
持
続
可

能
な
茅
ヶ
崎
の
た
め
、
次
世
代
を
担
う
Ｆ

ど
も
た
ち
の
未
来
の

た
め
に
必
ず
役
に
立

つ
と
考
え
て
い
る
。

今
後
も
厳
し
い
か
じ
　
‐

取
り
を
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
は
続
く
が
、

来
る
べ
き
将
来
へ
の

課題が多い中での予算編成

総

括

質

疑
共
産
党

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

ヽ

、一

ト

爾
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令和3年度予算の概要
一般会計などフ件を可決

令和3年度の一般会計予算及び6つの特別会計について、審議を行い、
全ての予算が原案のとおり可決されました。

【一般会計歳出内訳】 【一般会計歳入内訳】

議会費
4億 1,145万 円

■■■■ 自主財源     依存財源
商工費
17億 4,240万円

消防費
25億 2,506万円

土木費 (災害復旧費を含む)
51億 4,592万円一

¬

公債費
52億 7,593万円

教育費
5フ イ意、8,873;万 F弓

労働費
2億 4,274万円

市債
57億 2,170万円

県支出金
57億 5,208万円

市税
338億 2,200万円

歳出
729億
99000万円

農林水産業費
11意 9,998万円

民生費
353億
3,738;万円

各種交付金及び
地方譲与税
81億 3,196万円

歳入
729億
9"000万円

円万

金

５０

出

８
，

庫支
128億

諸収入等 (ス )
38億 9,514万円

衛生費
85億 3,262万円

繰越金
7億 5,000万円

使用料及び手数料
10億 3,405万円

繰入金
9億 9,807万円

※諸収入等の内訳は、「諸収入、分担金及び負担金、財産収入、寄附金」です。

対前年度比較

フ39億 8,000万円 1.3%減

220億 2,600万円 0.3%増

648億252万円 1.3%増

1,387億8,252万円   | 0.1%減

―総務費 (予備費を含む)
77億 8,779万円

656億 4,821万円

予

算

区 分
令和3年度
予算額

令和2年度
予算額

rlル    △    =:■
円又    Zミ     己 l フ29億9,000万円

220億9,000万円

特

　

別

　

会

　

計

国 民 健 康 保 険 事 業

後 期 高 齢 者 医 療 事 業 38億 5,500万円 37億 5,700万円 2.6%増

介 護 保 険 事 業 169億 3,700万円 161億2,100万円 5.1%増

7,040万円 2億2,246万円 1    68.4%減
429億 5,240万円 421億 2,646万円 2.0%増

88億5,900万円 89億 6,766万円 1.2%減

公共 用 地先行 取得 事 業

」ヽ
■
―

公
営
企
業
会
計

公 共 下 水 道 事 業

病 院 事 業 1381意 3,681万円 137億 840万円 0.9%増

」ヽ 計 226億9,581万円 226億フ,606万円 0.1%増

計

△
口 計 1,386億3,821万円

(注)1万円未満は四捨五入しているため、合計額と一致しません。
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令和 3年度 主な事業

症に係贅
1‐議:||,ll,t

種型□回ナ、

“

鉤tレス感染症の影響に
~・

f半

"小
児医療費助成事業

=4諸 藩   ・
‐
鷲‐警議     .‐ 銅麟|

2億
F「2N=脚

._ .|―_―   `|||||||||11111111111 .               =職 |・ ‐
‐,

=・

´ 議‐|:. :

独

■ |
新型コロナウイルス感染症に係るワクチンの予防接種について、

早期の接種体制の構築を確実に行います。
子育て世帯は経済的、精神的な影響を強く受けているため、子ども

の医療費を時限的に助成します。

Gl‐9真1黍‐.:聰緻:L撻|1捏誕鶯
902万円

|

鯰ポ11%鉾
750万円

餞ポ覆轟

■
一
|薗

覆 |1畷 ■

順
■口F=藝 胸 冒

囀
機
苗

鳳■

‐

鷹 |
時流に沿つた施策展開を行うことで、多様なワークスタイルに適

応できる地盤を整え、経済規模の拡大を図ります。
教職員の指導力の向上を図り、児童・生徒の「情報活用能力」を育成

します。

ごみ減量化推進事業
1億e,4Qヱ_万円_

嶼 i‐
1鰺 躁 鶉 躙 鼈 浚 漑 ‐‐‐

ごみの減量化をより推進していくため、剪定枝のリサイクルを開

始するとともに、ごみ有料化の導入に向けた周知を進めます。

屯軋疲瞳mi‐‐峰11賞‐健会
`じ

Ω推進
1櫨賤虫靱饂.11.耗転

■

276万円

|
れ.  l 華   ~‐

母親の身体的回復と心理的な安定を促進し、母子とその家族が健

やかな育児ができるよう支援することを目的としますc

求職れと企業の1電場参彦勿事業

風 ‐

■ 鷲 一■

就労の機会の場を提供し、離職を余儀なくされた方の早期就職を応援し、

新たに人材を雇い入れた市内事業者をバックアップします。

市立病院が将来にわたり地域の基幹病院として市民に安全で良

質な医療が提供できるよう、集中的に経営改革に取り組みます。

予

算

施政方針演説及び

予算案などの説明

市長が新年度の施政方

針演説と予算案などの提案

理由の説明をします。

総括質疑

(代表質疑・個人質疑 )

施政方針演説や予算案

などについて、各会派の代

表などが質疑を行います。

審査

予算特別委員会

(定数 11人 )で、付
託された予算案を審

査します。(4日間)

委員長報告・質疑。討論。採決

予算特別委員会委員長が審査結

果の報告を行い、報告に対する質

疑、討論の後、議会としての最終的

な意思決定 (議決)を行います。

本会議 委員会 本会議 本会議

予算審議の流れ

1命西亜額

□

フ■顧E

1,134万 円
¬

¬
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日

お
け
る
主
な
質
疑 会
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

係
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
構
築

固
　
長
期
化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
と
の
闘
い
を
見
据
え
た
保
健

所
の
増
員
予
定
と
詳
細
を
問
う
。

四
一　
正
規
職
員
を
配
置
替
え
等
に
よ
り

集
中
的
に
充
て
、
１０
名
増
員
す
る
予
定
で

あ
る
。

産
後
ケ
ア
事
業

固
　
新
規
事
業
を
原
則
認
め
な
い
予
算

方
針
の
下
で
、
本
事
業
を
通
所
型
と
居
宅

訪
間
型
で
開
始
す
る
経
緯
を
問
う
。

国
一　
コ
ロ
ナ
禍
で
立
会
分
娩
や
入
院
中

の
面
会
な
ど
が
で
き
な
い
中
、
孤
立
し
た

育
児
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
事
業
実

施
に
至
っ
た
。
県
内
調
査
に
よ
る
と
、
産

後
ケ
ア
事
業
を
実
施
し
て
い
る
１５
市
の

う
ち
、
宿
泊
型
は
２
市
の
み
で
あ
り
、
利

用
実
績
も
宿
泊
型
よ
り
通
所
型
や
居
宅

訪
問
型
が
多
か
っ
た
。
実
施
方
法
を
ひ
と

つ
に
絞
る
自
治
体
が
多
い
中
、
本
市
は
利

用
実
績
の
多
い
通
所
型
、
居
宅
訪
問
型
を

実
施
し
、
利
用
者
が
必
要
な
方
法
を
選
択

で
き
る
よ
う
に
考
え
た
。

固
　
利
用
料
の
減
免
措
置
が
あ
る
の
か

問
う
。

四
一　
生
活
保
護
世
帯
や
非
課
税
世
帯
に

つ
い
て
は
減
免
と
し
て
い
る
。

固
一　
産
後
、
外
出
で
き
な
い
親
が
頼
る
の

は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
あ
る
。
産
後
う
つ
に
な
る
前

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で
こ
の
産
後
ケ
ア

事
業
を
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
見
解
を
問
う
。

四
一　
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ヘ
の
掲

載
、
産
婦
人
科
や
助
産
所
等
の
医
療
機
関

に
お
け
る
チ
ラ
シ
の
配
架
、
母
子
健
康
手

帳
交
付
時
や
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪

問
事
業
な
ど
で
チ
ラ
シ
の
配
布
を
予
定

し
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
周
知
は
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

ご
み
減
量
化
推
進
事
業

固
　
新
し
く
収
集
が
開
始
さ
れ
る
剪
定

枝
の
回
収
頻
度
に
つ
い
て
間
う
。

四
一　
週
に
１
回
収
集
す
る
予
定
で
あ
る
。

固
　
ご
み
の
有
料
化
を
開
始
す
る
令
和

４
年
度
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
問
う
。

目
一　
広
報
紙
等
に
よ
り
条
例
を
周
知
し

な
が
ら
、
夏
過
ぎ
か
ら
市
内
を
回
り
、
制

度
説
明
を
行
う
。
そ
の
他
、
夏
前
と
制
度

開
始
直
前
の
２
回
、
有
料
化
に
係
る
パ
ン

フ
レ
ツ
ト
を
全
戸
配
布
す
る
と
と
も
に
、

周
知
の
た
め
の
広
告
を
パ
ッ
カ
ー
車
に

貼
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
令
和

３
年
度
内
に
契
約
等
を
行
い
、
有
料
袋
を

作
成
し
て
い
く
。

閻
一　
ご
み
の
減
量
化
も
含
め
、
こ
の
１
年

間
非
常
に
重
要
な
立
場
に
な
る
環
境
指

導
員
に
対
し
て
、
研
修
等
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
予
定
し
て
い
る
か
間
う
。

四
】

ご
み
に
関
す
る
行
政
の
地
域
の
窓

回
は
自
治
会
長
と
環
境
指
導
員
で
あ
る
。

令
和
２
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
感
染
防
止

策
と
し
て
、
必
要
な
情
報
を
郵
送
す
る
な

ど
臨
時
に
対
応
し
た
。
令
和
３
年
度
も
人

を
集
め
て
の
研
修
等
が
開
催
で
き
る
か

不
透
明
だ
が
、
令
和
４
年
度
の
ご
み
有
料

化
に
向
け
て
、
必
要
な
情
報
は
漏
れ
な
く

伝
え
な
が
ら
環
境
指
導
員
や
地
域
と
と

も
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

企
業
移
転
ｏ
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
設
置
支
援
事
業

固
　
一矛
ヶ
崎
市
へ
の
本
社
移
転
や
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
設
置
を
行
う
事
業
者

に
対
し
、
初
期
費
用
等
を
補
助
す
る
事
業

だ
が
、
補
助
件
数
５
件
の
根
拠
及
び
期
待

さ
れ
る
効
果
を
間
う
。

目
一　
事
業
所
の
移
転
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
の
設
置
な
ど
、
新
た
な
生
活
様
式

に
合
わ
せ
た
オ
フ
ィ
ス
環
境
の
整
備
の

た
め
、
都
内
か
ら
茅
ヶ
崎
市
内
に
オ
フ
ィ

ス
を
開
設
し
た
企
業
も
あ
る
。
本
事
業
は

新
た
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
積
算
は
非
常

に
困
難
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
流
れ
を
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
、
企
業
の
移
転
先
や
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
立
地
先
と
し
て
本
市

が
選
ば
れ
る
こ
と
で
、
経
済
規
模
の
拡
大

と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
目

標
値
を
５
件
と
積
算
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
伴
う
小
児
医
療
費
助
成
事
業

固
　
従
来
の
小
児
医
療
助
成
事
業
の
対

象
外
で
あ
っ
た
世
帯
が
新
た
に
助
成
対

象
と
な
っ
た
。
こ
の
助
成
金
が
支
給
さ
れ

る
ま
で
の
流
れ
を
問
う
。

日
一　
各
医
療
機
関
で
の
診
察
後
に
、
領
収

証
を
ま
と
め
て
市
に
持
参
ま
た
は
郵
送

で
提
出
し
、
そ
の
請
求
と
領
収
証
を
基

に
、
市
か
ら
本
人
の
口
座
に
後
日
振
込
を

す
る
。

固
　
な
ぜ
通
院
の
際
に
そ
の
場
で
無
償

と
な
ら
な
い
の
か
問
う
。

四
一　
従
来
の
助
成
制
度
は
、
医
療
証
に
よ

り
窓
口
負
担
ゼ
ロ
ま
た
は
５
０
０
円
の

負
担
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
今
回
の
事
業

に
対
し
て
医
療
証
を
新
た
に
発
行
す
る

場
合
、
シ
ス
テ
ム
改
修
が
必
要
と
な
り
、

改
修
に
は
２
、
３
か
月
を
要
す
る
。
ま
た
、

本
事
業
は
時
限
的
で
あ
り
、
年
度
当
初
の

改
修
費
用
と
は
別
に
年
度
末
の
再
改
修

費
用
が
発
生
す
る
。
そ
の
他
、
各
病
院
の

会
計
ソ
フ
ト
の
改
修
や
審
査
支
払
機
関

と
市
の
調
整
も
必
要
と
な
る
。
総
合
的
に

判
断
し
て
、
今
回
は
償
還
払
い
と
い
う
方

法
を
取
っ
た
。

予

算
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私たちは、このような理由で

賛成しました/反対しました

令和 3年度の一般会計予算及び各特別
会計予算について、本会議での採決の前

に各会派などが賛成または反対を表明

し、その理由を述べました。主な内容は

次のとおりです。

地域活動推進経費については、まちぢから協議会連絡会に係る

人件費として補助金が計上されているが、同協議会の在り方や、

付随する連絡会としての業務内容等を再度吟味の上、市が助成を

継続すべき経費か否かについて、精査するよう求める。

公民館費について、コロナ禍の今だからこそ必要な市民の連帯
と自主的な学びのための活動費が削減されたが、市政の主役であ

る市民一人一人の成長を促すための諸活動に対し、今後どのよう
なフォローアップが可能かなど、真摯な検討が必要である。

市民自治の会
賛 成

ちがさき自民グラブ

総務費については、今年度の新規職員の採用をやめることは苦渋
の選択であつたと理解するが、継続した新規採用の再開と技術職、

専門職の幹部養成のための教育の充実を望む。また、AIや RPA
を多くの施策に導入し、市民サービスの向上と人件費の削減に最大
限に努力することを望む。
衛生費については、新型コロナウイルス感染症対策事業におい
て、新型コロナウイルスワクチン接種担当課長を設置するなど前向
きに対応していることは高く評価するが、今後も円滑な感染症対応
を求める。

賛 成

これまでの事業や補助金等の在り方を見直し、全てをゼロベー

スで考えたことは評価するが、市民に及ぼす影響について検証し

ていくことを要望する。また、これ以上必要な事業や補助金を削
ることのないよう要望する。
新型コロナウイルス感染症の第 4波への備えについても油断な
く取り組むよう要望する。

新政ちがさき
賛 成

予
算
に
対
す
る
討
論

介護保険サービスを利用する高齢者が増カロしている中、厳しい
財政状況ではあるが、サービス利用者やその家族の日常生活の安
心・安全に配慮したことで、保険給付費及び介護予防 。生活支援
サービス事業費が過去最大規模の予算となる。保険給付費等の歳
出を緩やかにするためには、高齢者の健康寿命を延伸することが
重要である。コロナ禍で、感染症対策を十分に検討しながら、開
催する事業を集約して事業の準備を進めていくことは評価する。
また、事業の実施は、市民ボランティアのモチベーシヨンの維
持向上につながり、高齢社会も支える環境を整えることになるた
め賛成する。

絆・新しい風
賛 成

一般会計予算については、感染症対策を最重要と定め、安心・

安全を担保しつつ、引き続き持続可能なまちを目指した編成に努
めたと理解する。しかし、義務的経費の削減はどんなに努力して

も 1億円程度としかならない中、会計年度任用職員の削減を行つ
たことは、時間外勤務の増加や市民サービスの低下につながる恐
れがあるため、今後、臨機応変な対応ができるか注視していく。

湘風会
賛 成

従来実施してきたさ訣ざまな事業の中止や予算の大幅な削減が
されたが、重要な事業であり、本来であれば変わらず予算を計上す
べきものである。コロナ収束後に補正予算での対応または令和 4年
度での事業再開を多くの市民が切望しており、今後どのように市民
の努力や協力に応えていくのかを、明らかにすべきである◇

共産党
反 対

令和 3年度は、例年以上に財政の厳しい年であり、このような
状況が継続すると予想されるため、限られた財源を最大限に有効
活用できるよう、市民に十分な説明や周知を行い、市民の納得と
共感のもと、ひとつひとつ丁寧に事業を実施することを期待する。
ふるさと納税推進事業及びシティプロモーシ∃ン推進事業につ
いては、両事業が連携して、少しでも明るい話題となり、市民が
わくわくするような戦略となることを期待する。また、デジタル
化も積極的に活用し、利便性の向上につながるよう求める。

公明ちがさき
賛 成

市内事業者の業績は落ち込み、大変厳しい状況が続く中で、地域
経済の悪化は市民生活に密接な関連性があることからも、雇用の安
定を図りつつ、事業者への支援策の検討も必要である。ICTの積極
的な活用によるテレワークなどの働き方改革を推進するとともに、市
職員の能力に応じた適材適所の配置転換や働きやすい職場環境整
備の充実を図り、業務効率の改善による住民福祉サービスの向上を
求める。(伊藤素明)

賛 成会派に属さない議員
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第 1回定例会で審議した主な案件

第
１
回
定
例
会
で
審
議
し
た
主
な
案
件

地域集会施設の指定管理者が決定 P14

【議案第33号から議案第43号まで 指定管理者の指定について】
【議案の概要】 市内11カ所にある地域集会施設の指定管理者を各地区のまちぢから協議会または施設管理

運営委員会とし、指定期間を令和3年4月 1日から令和8年3月 31日 までとするものです。

空き家対策につながる制限の緩和を実施 …̈・P15

【議案第27号 茅ヶ山奇市建築基準条例の一部を改正する条例】
【議案の概要】建築基準法施行令の改正に伴い、共同住宅、寄宿舎または下宿の用途に供する建築物のう

ち、階数が3以下の延べ面積が200平方メートル未満の建築物であって階段と階段以外の部
分を区画したもの等に関する規制を緩和するためのものです。

用地の売り主らに対し損害賠償請求 P16

【議案第54号 訴えの提起について】
【議案の概要】 (仮称)茅ケ崎市歴史文化交流館建設のために購入した用地から発見された石綿含有スレート

等の地中埋設物を処分する必要が生じたことから、瑕疵担保責任に基づく損害賠償請求事件

として訴えを提起するため、地方自治法第96条第1項第12号の規定に基づき提案するもの

です。

一般廃棄物の収集、運搬及び処理の有料化 … P17

【議案第25号 茅ヶ山奇市廃棄物の減量化、資源化及び適正処理等に関する
条例の一部を改正する条例】

【議案の概要】家庭等から排出される一般廃棄物の収集、運搬及び処理を有料化するとともに、大型ごみ等の

一般廃棄物処理手数料を引き上げることにより、ごみの減量化及び資源化の推進並びに受益者

負担の適正化を図るものです。
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議案第 33号から議案第
43号まで 指定管理者
の指定について

委員会では全て

賛成 4
反対 10

地域集会施設の

指定管理者が決定

議

案

の
概

要

総

務

常

任

委

員

会

令
和
３
年
第
１
回
定
例
会
で
は
、議
案
２０
件
を

審
査
し
ま
し
た
。

主
な
案
件
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

副
委
員
長

水
本
　
定
弘

域
に
説
明
し
て
き
た
。
そ
の
後
、
各
地

域
で
指
定
管
理
を
担
う
在
り
方
を
議
論

し
て
い
た
だ
い
た
上
で
、
各
地
域
か
ら

の
提
案
を
も
と
に
市
が
各
施
設
や
各
地

域
に
沿

っ
た
団
体
を
選
定
し
た
。

固
　
台
風
等
の
災
害
発
生
時
の
対
応
に

つ
い
て
、
市
と
指
定
管
理
者
と
で
事
前

に
明
確
な
ル
ー
ル
づ
く
り
が
必
要
と
考

え
る
が
、
現
状
を
問
う
。

日
　
現
在
、
庁
内
関
係
課
で
災
害
時
の

在
り
方
を
検
討
し
て
い
る
。
検
討
後
に

は
、
災
害
発
生
時
の
各
地
域
に
お
け
る

指
定
管
理
者
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
、

指
定
管
理
者
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

（計
９
億
１
６

０
０
万
７
０
０
０
円
増
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
に
係
る
国
の
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
の
支
給
決
定
に
伴

い
、
国
庫
支
出
金
を
増
額
す
る
も
の
）

固
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

対
応
す
る
た
め
、
事
業
実
施
時
に
は
、

今
回
の
国
庫
支
出
金
を
見
込
み
つ
つ
も

暫
定
的
に
市
の

一
般
財
源
か
ら
予
算
措

置
し
た
と
考
え
る
が
、
見
解
を
問
う
。

圏
　
感
染
症
対
応
に
係
る
迅
速
な
事
業

実
施
の
た
め
、
事
業
実
施
後
に
国
庫
支

出
金
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
を
見
込
み
つ

つ
市
の

一
般
財
源
で
事
業
費
を
支
出
し

て
い
た
。
今
回
、
国
庫
支
出
金
の
交
付

限
度
額
が
確
定
し
た
た
め
、
補
正
予
算

で
財
源
更
正
を
行

っ
た
。

浜
園
橋
橋
り
ょ
う
の
工
事

（下
部

工
）
に
つ
い
て
契
約
を
締
結
す
る
も
の

で
す
。
契
約
の
相
手
方
は
亀
丼
工
業

・

湘
南
い
ざ
わ
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業

体
、
契
約
金
額
は
２
億
５
３
０
０
万
円

で
す
。

固
　
現
行
の
浜
園
橋
に
つ
い
て
、
整
備

さ
れ
た
経
緯
を
問
う
。

圏
　
昭
和
５０
年
代
の
国
の
新
湘
南
バ
イ
パ

ス
建
設
に
伴
う
県
の
小
出
川
河
川
整
備

事
業
の
実
施
に
よ
り
、
川
幅
が
拡
幅
さ
れ

る
た
め
、
橋
の
架
け
替
え
が
必
要
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
県
に
よ
る
右
岸
側
の
用
地

買
収
が
不
調
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
事
業

が
中
止
さ
れ
て
い
た
。
現
行
の
浜
園
橋
は
、

昭
和
５９
年
に
国
が
築
造
し
た
工
事
用
仮

設
橋
を
現
在
ま
で
継
続
し
て
利
用
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
。

固
　
工
期
の
長
期
化
と
市
内
企
業
の
受

注
機
会
の
増
加
を
見
据
え
て
、
〈フ
回
下

部
工
を
分
割
発
注
し
た
の
か
間
う
。

圏
　
令
和
７
年
度
の
完
成
ま
で
４
工
事
、

総
事
業
費
約
１３
億
円
を
予
定
し
て
い
る
。

可
能
な
限

り
分
割
発

注

し

、
受

注
機
会
を

増

や
し
て

い
き
た
い
。

市
内
１１
カ
所
に
あ
る
地
域
集
会
施
設

の
指
定
管
理
者
を
各
地
区
の
ま
ち
ぢ
か

ら
協
議
会
ま
た
は
地
域
集
会
施
設
管
理

運
営
委
員
会
と
し
、
指
定
期
間
を
令
和

３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
３
月
３１

日
ま
で
と
す
る
も
の
で
す
。

固
　
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
が
管
理
す
る

施
設
と
管
理
運
営
委
員
会
が
管
理
す
る

施
設
が
あ
る
が
、
そ
の
理
由
を
間
う
。

圏
　
従
来
は
、
各
施
設
の
指
定
管
理
を

管
理
運
営
委
員
会
が
担

っ
て
き
た
。
市

は
、
地
域
特
性
を
生
か
し
た
地
域
社
会

を
実
現
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
推
進

す
る
ま
ち
ぢ
か
ら
協
議
会
が
指
定
管
理

を
担
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
、
地

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

委

青 屋
木 長

柾 山 岸 杉 中
木 崎  本 野

太 広 正 啓 幸
郎 子 明 子 雄

主

な
質

疑

議案第 56号  令利 2年度
茅ヶ崎市一般会計補正予算

(第 23号 )所管部分

0 委員会では全会一致

国の地方創生臨時

交付金の交付決定
に伴い、国庫支出金
を増額

主

な
事

業

費

常
任
委
員
会
の
報
告

主

な
質

疑
議案第31号  工事請負契
約の締結について

●
委員会では

全会一致

浜園橋橋りよう整備
工事 (下部工)の工

事請負契約の締結

議

案

の
概

要

主

な
質

疑

新たな浜園橋は令和 7年度に完成予定

1認辱
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議案第 27号  茅ケ崎
市建築基準条例の一部

を改正する条例

0 委員会では全会一致

空き家対策につ

ながる制限の緩
和を実施

議

案

の
概

要

都
市
経
済
常
任
委

員
会

令
和
３
年
第
１
固
定
例
会
で
は
、
議
案
１３
件
を

審
査
し
ま
し
た
。

主
な
案
件
と
本
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長

副
委
員
長

山
田
　
悦
子

途
転
用
に
お
い
て
、
転
用
の
阻
害
要
因
が

少
な
く
な
る
と
い
う
点
で
、
空
き
家
対
策

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

固
　
空
き
家
の
活
用
が
進
ま
な
い
中
で
、

今
回
の
規
制
緩
和
に
つ
い
て
積
極
的
に

宣
伝
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

見
解
を
間
う
。

日
　
条
例
改
正
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ヘ
の
掲
載
や
、
庁
内
に
通
知
を
す
る
こ
と

で
周
知
を
図
り
、
空
き
家
対
策
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。

幹
線
道
路
舗
装
修
繕
事
業
費

（１
８

７
万
円
増

（繰
越
明
許
費
）
。
国
か
ら
改

良
す
べ
き
踏
切
道
の
指
定
を
受
け
た
松

尾
踏
切
の
安
全
対
策
と
し
て
、
東
日
本

旅
客
鉄
道
株
式
会
社
が
行
う
同
踏
切

内
の
カ
ラ
ー
舗
装
工
事
に
対
し
、
負
担

金
を
支
払
う
こ
と
に
伴
い
、
負
担
金
補

助
及
び
交
付
金
を
増
額
す
る
も
の
）
、
橋

り
ょ
う
等
長
寿
命
化
推
進
事
業
費

（６

５
６
万
７
０
０
０
円
増

（繰
越
明
許
費
）
。

国
の
補
正
予
算
に
伴
い
、
北
茅
ヶ
崎
橋

等
の
修
繕
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
委

託
料
を
増
額
す
る
も
の
）

固
　
松
尾
踏
切
は
非
常
に
狭
く
、
車
が

す
れ
違
え
る
十
分
な
幅
も
な
い
。
今
回

は
カ
ラ
ー
舗
装
を
す
る
だ
け
で
あ
る
が
、

根
本
的
解
決
に
至
る
の
か
間
う
。

圏
　
松
尾
踏
切
は
、
幹
線
道
路
維
持
保

全
計
画
の
中
で
踏
切
の
安
全
対
策
と
し

て
カ
ラ
ー
舗
装
を
す
る
計
画
を
位
置
づ

け
て
い
る
が
、
根
本
的
な
解
決
に
は
な
ら

な
い
た
め
、
国
の
交
付
金
等
の
情
報
を
入

手
し
な
が
ら
、拡
幅
で
き
る
か
ど
う
か
検

討
を
続
け
て
い
く
。

固
　
橋
り
ょ
う
等
長
寿
命
化
推
進
事
業

に
つ
い
て
、
北
茅
ヶ
崎
橋
等
の
修
繕
計
画

で
あ
る
が
、
耐
用
年
数
の
評
価
に
つ
い

て
間
う
。

目
　
財
務
省
に
よ
る
減
価
償
却
資
産
の

耐
用
年
数
等
に
関
す
る
省
令
で
は
、
鉄

骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
は
６０
年
と

な
っ
て
い
る
。
な
お
、
北
茅
ヶ
崎
橋
は
６０
年

で
あ
る
。

本
委
員
会
は
、
「
地
域
経
済
の
活
性

化
」
を
政
策
討
議
の
テ
ー
マ
と
し
、
調
査

研
究
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
昨
年
度
末
頃
か
ら
表
面
化
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
社
会
経

済
情
勢
へ
の
影
響
を
踏
ま
え
る
と
、
平
常

時
の
状
況
を
前
提
と
し
た
今
回
の
テ
ー
マ

で
は
責
任
を
持
っ
て
政
策
提
言
等
を
行

う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
判
断
し
、
政
策

提
言
は
行
わ
な
い
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究

活
動
の
成
果
や
経
過
を
報
告
書
と
し
て

ま
と
め
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
執
行
部
が

支
援
策
な
ど
を
考
え
る
際
の
参
考
や
ヒ

ン
ト
に
し
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、

協
議
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
協
議

”

内

容

を

踏

”

ま

え

、
「
政

策

討

議

に

関

す

る

報

告
書
」
と
し

て
取
り
ま
と

め
た
も
の
を

議
長
へ
提
出

し
ま

し
た
。

議長へ「政策討議に関する報告書」を提出

建
築
基
準
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、

共
同
住
宅
、
寄
宿
舎
ま
た
は
下
宿
の
用

途
に
供
す
る
建
築
物
の
う
ち
、
階
数
が

３
以
下
の
延
べ
面
積
が
２
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
未
満
の
建
築
物
で
あ
っ
て
階

段
と
階
段
以
外
の
部
分
を
区
画
し
た
も

の
等
に
関
す
る
規
制
を
緩
和
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

固
　
〈
フ
回
の
緩
和
に
よ
っ
て
、
空
き
家

活
用
な
ど
に
効
果
が
あ
る
か
間
う
。

目
　
茅
ヶ
崎
市
建
築
基
準
条
例
の
中
で

は
、
共
同
住
宅
、
寄
宿
舎
等
の
敷
地
内
通

路
の
付
加
制
限
と
い
う
形
で
規
定
し
て
い

る
が
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
現
存
す
る

戸
建
て
住
宅
か
ら
福
祉
施
設
等
へ
の
用

石

田
は
る
み

阿 藤 小 木 伊
部 本 川 山 藤

英 恵 裕 耕 素
光 祐 暉 治 明

※7 繰越明許費…性質 11又は予算成立後のりi由により、`li該年度内に支出を終わらない見込みがあるものについて、予算の定めるところにより、
覗年度に

`」

(り繰り越して使用することができるもの

主

な
質

疑

議案第3号 令和2年度茅ヶ
崎市一般会計補正予算 (第

22号 )所管部分

0 委員会では全会一致

松尾踏切内のカラー

舗装工事や北茅ヶ崎
橋の修繕計画の策定
に伴い事業費を増額

主

な
事

業

費

主

な

質
疑

常
任
委
員
会
の
報
告

政
策
討
議
に
関
わ
る
活
動
報
告
書

を
議
長
に
提
出
し
ま
し
た

委
員
会
の
活
動

毎

）

'環
●
L‐

参

暉
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議案第54号 訴えの
提起について

委員会では

賛成 5
反対 1●

用地の売り主ら

に対し損害賠償

請求

議

案

の
概

要

文
化
教
育
常
任
委

員
会

令
和
３
年
第
１
回
定
例
会
で
は
、議
案
１０
件
、

陳
情
１
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
案
件
と
本
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長
小
磯
　
妙
子

副
委
員
長

圏
　
今
回
の
地
中
埋
設
物
は
「隠
れ
た
瑕

疵
」
と
認
識
し
て
い
る
。
隠
れ
た
瑕
疵
は
、

損
害
賠
償
と
し
て
請
求
で
き
る
期
間
が

「瑕
疵
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
時
か
ら
１
年

以
内
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
地
中
埋
設
物

を
最
初
に
発
見
し
た
令
和
２
年
４
月
１６
日

を
起
算
日
と
す
る
と
、
令
和
３
年
４
月
１６

日
を
過
ぎ
た
時
点
で
請
求
権
の
行
使
が
で

き
な
く
な
る
。
確
実
な
請
求
を
行
う
こ
と

で
、行
政
と
し
て
の
不
作
為
と
な
ら
ぬ
よ
う

権
利
の
保
全
を
図
る
こ
と
か
ら
提
案
し
た
。

固
　
地
中
埋
設
物
を
発
見
し
た
時
点
で

な
ぜ
事
業
中
断
し
な
か
っ
た
の
か
伺
う
。

日
　
本
事
業
は
、
総
合
計
画
第
４
次
実
施

計
画
に
基
づ
き
市
民
と
の
約
束
に
お
い
て
実

施
す
る
事
業
で
あ
る
。
本
事
業
を
中
止
す

る
こ
と
に
よ
る
負
担
は
大
き
く
、財
政
面
で

の
費
用
対
効
果
を
含
め
相
当
な
理
由
が
な

い
限
り
、中
止
は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
。

固
　
市
が
市
民
を
訴
え
る
こ
と
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
検
討
し
た
の
か
間
う
。

日
　
行
政
の
責
任
と
使
命
に
お
い
て
、地
域

の
発
展
を
進
め
る
と
と
も
に
、大
切
な
税
金

を
適
正
に
執
行
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
回
、

請
求
権
が
消
滅
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
事
態
に
お
い
て
は
、大
変
遺
憾
で
あ
る
が

市
が
市
民
を
訴
え
る
苦
渋
の
決
断
を
し
た
。

茅
ヶ
崎
市
学
校
運
営
協
議
会
の
設
置

に
伴
い
、
茅
ヶ
崎
市
学
校
運
営
協
議
会
委

員
の
報
酬
の
額
を
定
め
る
も
の
で
す
。

圏
　
令
和
３
年
度
の
モ
デ
ル
校
は
、す
で
に

地
域
と
の
連
携
が
よ
く
図
ら
れ
て
い
る
松

浪
中
学
校
を
予
定
し
て
い
る
。

固
　
モ
デ
ル
校
以
外
で
は
現
在
の
学
校

評
議
員
会
が
継
続
さ
れ
る
の
か
間
う
。

圏
　
令
和
３
年
度
は
松
浪
中
学
校
以
外
の

３１
校
で
学
校
評
議
員
会
が
継
続
さ
れ
る
。

令
和
４
年
度
以
降
は
、
学
校
運
営
協
議
会

に
順
次
移
行
し
て
い
く
。

固
　
〈フ
後
の
移
行
予
定
を
問
う
。

日
　
令
和
４
年
度
は
複
数
の
小
中
学
校
へ

の
本
制
度
の
導
入
を
考
え
て
い
る
。
令
和
５

年
度
以
降
は
実
施
計
画
に
基
づ
き
複
数
校

へ
の
導
入
を
継
続
し
、令
和
７
年
度
を
目
途

に
全
校
へ
の
導
入
を
完
了
し
た
い
。

（仮
称
）
茅
ヶ
崎
市
歴
史
文
化
交
流
館

建
設
の
た
め
に
購
入
し
た
用
地
か
ら
発

見
さ
れ
た
石
綿
含
有
ス
レ
ー
ト
等
の
地

中
埋
設
物
を
処
分
す
る
必
要
が
生
じ
た

こ
と
か
ら
、
瑕
疵
担
保
責
任
に
基
づ
く
損

害
賠
償
請
求
事
件
と
し
て
訴
え
を
提
起

す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
第
９６
条
第
１
項

第
１２
号
の
規
定
に
基
づ
き
提
案
す
る
も

の
で
す
。

固
　
処
分
費
用
の
算
定
根
拠
を
間
う
。

答
一　
地
中
埋
設
物
の
搬
出
か
ら
運
搬
。処

分
等
の
工
程
が
必
要
と
な
る
。
通
常
の
工

事
発
注
と
同
様
に
公
共
建
築
の
積
算
手
法

に
基
づ
き
費
用
を
算
出
し
た
。

固
　
〈フ
定
例
会
に
議
案
を
提
出
し
た
理

由
を
問
う
。

藤
本寸
優
佳
理

長
谷
川
由
美

広 水 菊 早
瀬 島 池 川

忠 誠 雅 仁
夫 司 介 美

※8 隠れた瑕疵…土地や建物等の売買契約締結時点において、買主にとって発見不可能な瑕疵
※9 コミュニティ・スクール (学校運営協議会制度)…学校と地域住民が力を合わせて学校運営に取り組むことを可能とするための仕組み

固
　
新
た
な
制
度
で
あ
る
学
校
運
営
協

議
会
に
期
待
す
る
活
動
を
問
う
。

圏
一　
本
制
度
は
、
学
校
と
地
域
が
教
育
目

標
を
共
有
し
、
組
織
的
、
継
続
的
な
連
携

及
び
適
切
な
役
割
分
担
を
可
能
に
す
る

「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
へ
の

転
換
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
地
域
の
中
で
ど

の
よ
う
な
学
校
で
あ
り
た
い
か
、地
域
に
ど

の
よ
う
な
学
校
が
あ
っ
て
ほ
し
い
か
を
熟
議

し
、防
災
や
学
習
支
援
、生
徒
指
導
等
の
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
、協

働
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
、

学
校
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

一閻
一　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・ス
ク
ー
ル
の
モ
デ
ル

校
に
つ
い
て
伺
う
。

「
子
ど
も
た
ち
を
総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト

す
る
政
策
に

つ
い
て
」
の
調

査

研
究

結

果

と

し

て

報

告
書

を

取

り
ま

と

め
、
本
委
員

会

か
ら
議

長

に
提

出

し
ま
し
た
。

子どもが安心して暮らせるまちづくりの

ために

主

な
質

疑

常
任
委
員
会
の
報
告

議案第 17号 茅ヶ崎市
特別職の職員で非常勤

のものの報酬及び費用

弁償に関する条例の一

部を改正する条例

0 委員会では全会一致

令和3年度から松
浪中学校でコミュ
ニティ・スクール

がスタート

議

案

の
概

要

主

な
質

疑

政
策
討
議
に
関
わ
る
活
動
報
告
書

を
議
長
に
提
出
し
ま
し
た

委
員
会
の
活
動

茅ヶ崎市総合計画

画
に
お
い
て
、
子
ど
も
の
育
ち

そ
の
他
個
別
計
画
な
ど

報告書趣旨

市全体で子どものそだちを支える視点
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議案第 25号 茅ヶ崎市廃
棄物の減量化、資源化及び

適正処理等に関する条例の

一部を改正する条例

委員会では

賛成 5
反対 10

―般廃棄物の収集、
運搬及び処理の

有料化

議

案

の
概

要

環
境

厚
生
常
任
委

員
会

令
和
３
年
第
１
回
定
例
会
で
は
、
議
案
１７
件
を

審
査
し
ま
し
た
。

主
な
案
件
と
本
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

委
員
長
滝
□
　
友
美

副
委
員
長

新
倉
　
真
一

換
を
し
て
き
た
と
認
識
し
て
い
る
が
、
今

後
は
、ご
み
の
減
量
化
に
向
け
た
具
体
的

な
数
値
目
標
を
示
す
こ
と
も
考
慮
し
、

啓
発
し
て
い
く
。

固
　
令
和
２
年
末
に
実
施
し
た
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
う
ち
、
収
集
袋
の
開

封
調
査
に
つ
い
て
、
市
民
か
ら
ど
の
よ

う
な
意
見
が
あ
っ
た
の
か
間
う
。

圏
　
全
般
的
に
開
封
調
査
の
是
非
を
問

う
質
問
が
多
く
あ
っ
た
。
開
封
調
査
に
至

る
ま
で
は
、
複
数
回
啓
発
を
し
て
、
や
む

を
得
な
い
場
合
の
み
開
封
を
行
う
も
の

と
考
え
て
お
り
、
開
封
調
査
を
前
提
と
は

せ
ず
、
不
適
正
排
出
を
で
き
る
限
り
防

ぐ
た
め
に
新
た
に
根
拠
を
規
定
す
る
も

の
で
あ
る
。

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で

の
各
年
度
の
保
険
料
率
を
定
め
る
も
の

で
す
。

固
　
介
護
保
険
の
保
険
料
額
に
つ
い
て
、

他
市
町
村
と
比
較
し
て
い
る
か
間
う
。

圏
　
県
内
１９
市
で
は
、最
も
低
い
基
準
額

月
額
４
９
８
０
円
で
あ
り
、介
護
保
険
運

営
基
金
を
投
入
し
た
こ
と
が
大
き
な
理

由
で
あ
る
。
今
後
も
介
護
予
防
事
業
の

展
開
や
フ
レ
イ
ル
の
考
え
方
の
啓
発
等
に

努
め
、
市
民
の
健
康
度
を
高
め
る
こ
と
に

よ
り
、
将
来
の
給
付
費
の
抑
制
に
つ
な
が

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

事
業
費

（３
３
９
８
万
７
０
０
０
円
増
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
に
伴
う
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
件
数

の
増
加
に
伴
い
、
委
託
料
を
増
額
す
る

も
の
）

固
　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
増
加
数
を
間
う
。

日
　
令
和
２
年
４
月
は
４４
件
で
あ
り
、第

２
波
、第
３
波
と
重
ね
る
に
つ
れ
、
同
年
１２

月
時
点
で
累
計
３
４
１
５
件
と
伸
び
て
い

る
。
令
和
３
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で
の
検

査
件
数
は
７
４
６
９
件
と
見
込
ん
で
い
る
。

茅
ヶ
崎
市
議
会
基
本
条
例
第
１５
条
の

規
定
に
基
づ
く
政
策
討
議
に
取
り
組
み

ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
政
策
提
言

は
行
わ
ず
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究
の
過

程
や
成
果
に
つ
い
て
、
報
告
書
と
し
て
ま

と
め
、議
長
へ
報
告
い
た
し
ま
し
た
。

家
庭
等
か
ら
排
出
さ
れ
る

一
般
廃
棄

物
の
収
集
、
運
搬
及
び
処
理
を
有
料
化

す
る
と
と
も
に
、
大
型
ご
み
等
の

一
般

廃
棄
物
処
理
手
数
料
を
引
き
上
げ
る
こ

と
に
よ
り
、
ご
み
の
減
量
化
及
び
資
源

化
の
推
進
並
び
に
受
益
者
負
担
の
適
正

化
を
図
る
も
の
で
す
。

固
　
ご
み
の
減
量
化
及
び
資
源
化
に
つ

い
て
、
市
民
へ
の
啓
発
は
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
行
っ
た
の
か
間
う
。

圏
　
市
民
と
の
対
面
の
場
で
の
啓
発
が

一

番
重
要
と
考
え
、
平
成
２９
年
度
か
ら
、
市

民
と
の
意
見
交
換
や
説
明
会
を
何
度
も

行
っ
て
き
た
。
市
民
と
充
実
し
た
意
見
交

加 小 岡 金 豊
藤 島 崎 田 嶋

大 勝  俊 太
嗣 己 進 信 一

主

な
質

疑

議案第30号 茅ヶ崎市介護
保険条例の一部を改正する

条例

”
Ｄ

ｌ
〓

委員会では

0 成
対
賛
反

介護保険の保険料率
を算定

議

案

の
概

要

主

な
質

疑
議案第3号 令和2年度茅ケ
崎市一般会計補正予算 (第

22号 )所管部分

0 委員会では全会一致

PC R検査数増加に
より委託料を増額

主

な
事

業
費

常
任
委
員
会
の
報
告

主

な
質

疑

政
策
討
議
に
関
わ
る
活
動
報
告
書

を
議
長
に
提
出
し
ま
し
た

委
員
会
の
活
動

議長へ「政策討議に関する報告書」を提出

Ｆ
Ｉ
ト

1111111),1111)、

1

延，「′
,■■
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私たちは、このような理由で

賛成しました/反対しました

第 1回定例会に提出された各案件について、

本会議での採決の前に各会派などが賛成または

反対を表明し、その理由を述べました。主な内

容は次のとおりです。

指定管理者の指定について (議案第 33号から議案第 53号まで)
公共施設の指定管理は、災害発生時の対応や賠償責任等の帰属

を巡つて課題があるため、先進事例研究等に取り組み、市民にとつ

てさらに利用しやすく安心 。安全な施設を目指すべきである。

令和 2年度茅ヶ崎市一般会計補正予算 (第 23号 )
新型コロナウイルスワクチンを接種するか否かは、一人一人の

判断となるが、高齢者や障がい者、基礎疾患のある方や医療・介

護サービスに従事する方に、積極的かつタイムリーな情報発信を

継続するよう求める。

市民自治の会 賛 成

ちがさき自民クラブ

茅ヶ崎市証紙条例の一部を改正する条例

茅ヶ崎市廃棄物の減量化、資源化及び適正処理等に関する条例の

一部を改正する条例
令和 4年 4月 に施行されるまでの 1年間で、ごみの有料化に
至つた経緯と目指す方向性を市民に分かりやすく説明することを求

める。

茅ヶ崎市介護保険条例の一部を改正する条例
令和 3年度以降の介護保険料が県下 19市で一番低くなること
は評価する。令不□2年度は介護予防事業が実施できなかつたが、
令不日3年度は感染予防を行つて再開し、多くの高齢者のADL′ 10

機能の維持に努めるよう求める。

賛 成

訴えの提起について

(仮称)茅ヶ崎市歴史文化交流館の事業用地から埋設物が見つ
かり、土地の売り主に対し、瑕疵担保責任に基づく損害賠償の訴

えを起こすものであるが、判断を司法に委ねるのは妥当と考える。

今後、事業用地取得時には、土壌汚染や埋設物等の予見判断がで

きるよう、土地利用履歴の調査や近隣からの事情聴取等を行い、

問題発生時には、売り主に丁寧に説明することを要望する。

新政ちがさき
賛 成

訴えの提起について

市には、地中障害物を撤去する費用として支払う税金について

市民に説明する責任がある。また、昨年に議会から指摘した地盤

の強度、安全性について、市の調査が十分ではなかったことを反

省し、今後このようなことがないよう十分注意することを要望す

る。相手方と市との協議を、第三者である司法に委ねることは適

当である。

令和 2年度茅ヶ崎市一般会計補正予算 (第22号 )
狭く危険な松尾踏切は、カラー舗装だけで事故防止や安全性
は確保できない。さらなる安全性を求め、国の交付金等を活用

して安全の確保、改善に努めることを求める。

絆・新しい風
賛 成

工事請負契約の締結について

入札の不調により分離発注した案件であり、落札金額は適正で

あると判断する。コロナ禍において市内業者の存続や育成は重要

であり、分離発注は費用が増加するが、市内中小業者に分散発注

を行えることで経営支援となるメリットは有用であるとも言え

る。入札については、適切な競争の中、平準化と市内業者優先に

努めることを求める。

湘風会
賛 成

各
議
案
に
対
す
る
討
論

茅ヶ崎市証紙条例の一部を改正する条例

茅ヶ崎市廃棄物の減量化、資源化及び適正処理等に関する条例の

一部を改正する条例
家庭ごみの有料化のような全市民に関わる施策は、受益者負担に

なじまないため反対する。また、コロナ禍の今、家庭ごみ有料化と同

時に、大型ごみに係る手数料の増額も実施することは、市民への配

慮に欠ける。今後、ごみ減量化対策をきめ細かに実施し、市民への周

知を図ることを求める。

共産党 反 対

茅ケ崎市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関す

る条例の一部を改正する条例
教育委員会が学校運営協議会を設置するための条例改正であ

り、本市では初めてのコミュニティ・スクールが導入され、中学

校 1校をモデル校として学校と学校運営協議会が力を合わせて学
校の運営に取り組むこととなる。モデル校での実施を通し、学校
と地域が一体となつて子どもたちの成長を支える「地域とともに

ある学校」として全校設置に向かうよう、継続的な支援を望む。

公明ちがさき

会派に属さない議員
茅ヶ崎市証紙条例の一部を改正する条例

茅ヶ崎市廃棄物の減量化、資源化及び適正処理等に関する条例の

一部を改正する条例
令不□4年 4月から燃えるごみと、燃えないごみを有料化し、大型ご

み等の証紙が700円に値上がりするが、大切なことは、ごみ減量の
必要性と分別の徹底である。引き続き、ごみ減量の重要性や有料化
の免除対象世帯を周知し、一人でも多くの市民に理解が得られるよう

な取り組みを求める。(藤村優佳理 )

賛 成

※ 10 ADL(Activ面 es Of Daily Living)…食事 。更衣・移動・排泄・整容・入浴など、生活を営む上で不可欠な基本的行動

賛 成
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私たちは、このような理由で

賛成しました/反対しました

第 1回定例会に提出された各案件について、

本会議での採決の前に各会派などが賛成または

反対を表明し、その理由を述べました。主な内

容は次のとおりです。

指定管理者の指定について (議案第 33号から議案第 53号まで)
公共施設の指定管理は、災害発生時の対応や賠償責任等の帰属
を巡つて課題があるため、先進事例研究等に取り組み、市民にとつ

てさらに利用しやすく安心・安全な施設を目指すべきである。

令和 2年度茅ヶ崎市一般会計補正予算 (第 23号 )
新型コロナウイルスワクチンを接種するか否かは、一人一人の

判断となるが、高齢者や障がい者、基礎疾患のある方や医療・介

護サービスに従事する方に、積極的かつタイムリーな情報発信を

継続するよう求める。

市民自治の会 賛 成

ちがさき自民グラブ

茅ヶ崎市証紙条例の一部を改正する条例
茅ヶ崎市廃棄物の減量化、資源化及び適正処理等に関する条例の
一部を改正する条例
令利 4年 4月 に施行されるまでの 1年間で、ごみの有料化に
至つた経緯と目指す方向性を市民に分かりやすく説明することを求
める。

茅ケ崎市介護保険条例の一部を改正する条例
令利 3年度以降の介護保険料が県下19市で一番低くなること
は評価する。令和 2年度は介護予防事業が実施できなかったが、
令和 3年度は感染予防を行つて再開し、多くの高齢者のADL※ 10

機能の維持に努めるよう求める。

賛 成

訴えの提起について

(仮称)茅 ヶ崎市歴史文化交流館の事業用地から埋設物が見つ
かり、土地の売り主に対し、瑕疵担保責任に基づく損害賠償の訴
えを起こすものであるが、判断を司法に委ねるのは妥当と考える。
今後、事業用地取得時には、土壌汚染や埋設物等の予見判断がで
きるよう、土地利用履歴の調査や近隣からの事情聴取等を行い、

問題発生時には、売り主に丁寧に説明することを要望する。

新政ちがさき
賛 成

訴えの提起について
市には、地中障害物を撤去する費用として支払う税金について
市民に説明する責任がある。また、昨年に議会から指摘した地盤
の強度、安全性について、市の調査が十分ではなかつたことを反
省し、今後このようなことがないよう十分注意することを要望す
る。相手方と市との協議を、第三者である司法に委ねることは適
当である。

令和 2年度茅ヶ崎市一般会計補正予算 (第 22号)
狭く危険な松尾踏切は、カラー舗装だけで事故防止や安全性
は確保できない。さらなる安全性を求め、国の交付金等を活用
して安全の確保、改善に努めることを求める。

絆・新しい風
賛 成

工事請負契約の締結について
入札の不調により分離発注した案件であり、落札金額は適正で
あると判断する。コロナ禍において市内業者の存続や育成は重要
であり、分離発注は費用が増加するが、市内中小業者に分散発注
を行えることで経営支援となるメリットは有用であるとも言え
る。入札については、適切な競争の中、平準化と市内業者優先に
努めることを求める。

湘風会
賛 成

各
議
案
に
対
す
る
討
論

茅ヶ崎市証紙条例の一部を改正する条例
茅ケ崎市廃棄物の減量化、資源化及び適正処理等に関する条例の
一部を改正する条例
家庭ごみの有料化のような全市民に関わる施策は、受益者負担に
なじまないため反対する。また、コロナ禍の今、家庭ごみ有料化と同
時に、大型ごみに係る手数料の増額も実施することは、市民への配
慮に欠ける。今後、ごみ減量化対策をきめ細かに実施し、市民への周
知を図ることを求める。

共産党 反 対

茅ケ崎市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関す
る条例の一部を改正する条例
教育委員会が学校運営協議会を設置するための条例改正であ
り、本市では初めてのコミュニティ・スクールが導入され、中学
校 1校をモデル校として学校と学校運営協議会が力を合わせて学
校の運営に取り組むこととなる。モデル校での実施を通し、学校
と地域が一体となって子どもたちの成長を支える「地域とともに
ある学校」として全校設置に向かうよう、継続的な支援を望む。

公明ちがさき
賛 成

会派に属さない議員
茅ヶ崎市証紙条例の一部を改正する条例
茅ケ崎市廃棄物の減量化、資源化及び適正処理等に関する条例の
一部を改正する条例
令和4年 4月から燃えるごみと、燃えないごみを有料化し、大型ご
み等の証紙が700円に値上がりするが、大切なことは、ごみ減量の
必要性と分別の徹底である。引き続き、ごみ減量の重要性や有料化
の免除対象世帯を周知し、一人でも多くの市民に理解が得られるよう
な取り組みを求める。(藤村優佳理)

賛 成

※ 10 ADL(Activities Of Daily Living)・ 食̈事・更衣・移動・排泄・整容 。人浴など、生活を営む上で不可欠な基本的行動
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■議決結果 (全会一致の案件)

専決処分の承認について (議案第 1号 )、専決処分の承認について (議案第 2号)、令和 2年度茅ヶ崎市国民健康保険事業特別会計補正予算 (第 7号)(議案第4号 )、
令和 2年度茅ヶ崎市介護保険事業特別会計補正予算 (第 7号)(議案第 5号 )、令和 2年度茅ケ崎市公共用地先行取得事業特別会計補正予算 (第 2号)(議案第6号 )、
令和 2年度茅ケ崎市公共下水道事業会計補正予算 (第 3号)(議案第7号 )、 令和 2年度茅ヶ崎市病院事業会計補正予算 (第 7号)(議案第 8号 )、 令和 3年度茅ヶ
崎市後期高齢者医療事業特別会計予算 (議案第 11号 )、 令和 3年度茅ケ崎市公共用地先行取得事業特別会計予算 (議案第 13号 )、 令和 3年度茅ケ崎市公共下水
道事業会計予算 (議案第 14号 )、 令和 3年度茅ケ崎市病院事業会計予算 (議案第 15号 )、 茅ケ崎市選挙公報の発行に関する条例の一部を改正する条例 (議案第
16号 )、 茅ケ崎市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 (議案第 17号 )、 茅ケ崎市職員給与条例の一部を改正す
る条例 (議案第 18号 )、茅ヶ崎市職員特殊勤務手当条例等の一部を改正する条例 (議案第 19号 )、茅ヶ崎市手数料条例の一部を改正する条例 (議案第 20号 )、茅ヶ
崎市手数料条例の一部を改正する条例 (議案第 21号 )、 茅ヶ崎市国民健康保険条例の一部を改正する条例 (議案第 23号 )、 茅ケ崎市食品衛生条例の一部を改正
する条例 (議案第 24号 )、茅ケ崎市企業等立地等促進条例の一部を改正する条例 (議案第 26号 )、茅ヶ崎市建築基準条例の一部を改正する条例 (議案第 27号)、茅ヶ
崎市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例 (議案第 28号 )、 茅ヶ崎市火災予防条例の一部を改正する条例 (議案第 29号 )、
工事請負契約の締結について (議案第 31号 )、 動産の取得について (議案第 32号 )、 指定管理者の指定について (議案第 45号 )、 市道路線の認定について (議
案第 55号の 1から6)、令和 2年度茅ヶ崎市一般会計補正予算 (第 23号)(議案第 56号 )、茅ヶ崎市特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例 (議
案第 57号 )、 教育委員会委員の任命について (議案第 59号 )、 茅ケ崎市議会委員会条例の一部を改正する条例 (議会議案第 1号)、 茅ヶ崎市議会の所管に係る茅ヶ
崎市情報公開条例施行規程の一部を改正する告示 (議会議案第 2号 )

■議決結果 (賛否が分かれた案件) 11賛成 ●反対

■陳情の審査結果 ○賛成 ●反対 △委員長のため表決に加わらず コ所属委員なし

件  名

陳情第 1号
日本国憲法の下で、オール茅ヶ崎市による茅ヶ崎市立小学校新一年生への黄色い

帽子の無償配布継続を要望する陳情

ちがさき市議会だよりは、親しみやすい紙面作りに努めております。現在の紙質は、経費・読みやすさ 。環境への配慮などを総合的に勘案
し選定しています。 (広報広聴委員会)

議案番号

ち
自が
民 さ
クき
フ

ブ

絆

新
し

公
明
ち
が
さ
き

湘
風

い
風

件  名 結果

小 岡 小 1水

島 崎 川 1本

勝  裕 定
己 進 暉 弘

水
島 木
加 1山 長
藤 1田 谷
1 1‖
大 1悦 由
嗣 子 美

木
山

耕

滝‐山 1菊 1阿
□ 崎 池 1部

友 .広 雅 英
美 子 介 光

小 豊 藤 杉
磯 嶋 本 本

妙 太 恵 啓
子 ― 祐 子

岸 新 早
倉 川

正 真 仁
明 二 美

柾 岩 広
木 田 瀬
は
太 る 忠
郎 み 夫

誠
司

令和 2年度茅ヶ崎市一般会計補正予算
(第 22号) ○|○ |○ |○ ○:○ |○ :○ :○ ○|○ |○ |○ ● ● ● ● ○|○‐○ ○|○ |○

令和 3年度茅ケ崎市一般会計予算 可決 ○‐○|○ |○ ○ :○ :○ :○ |○ ○ |○ |○ .○ ○ |〇 |○ ○ |○ |○

令和 3年度茅ヶ
特別会計予算

可決 ○ ○|○ |○ ○ :○ :○ :○ :○ ○|○ |○ :○ ○:○ |○ |○ ○|○ |( ○|○ |○

令和 3年度茅ヶ崎市介護保険事業特別
会計予算

可決 ○:○ :○ :○ ○
'○
:○ :○ :○ ○|○ :○ :○ |○ |○ :○ :○ ○:○ |○ ○ ○

茅ケ崎市証紙条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ .○ |○
議
長
の
た
め
表
決
に
カロ
わ
ら
ず

○ ○:○ :○ :○ |○ |○ |○ 〇|○ ○ ○ ○ 0:○ |○

茅ケ崎市廃棄物の減量化、

適正処理等に関する条例の一部を改正

する条例
1可
決 ○ |○ :○ :○ ○:○ :○ :○ :○ ○:○ :○ :○ OCCOIC

茅ケ崎市介護保険条例の一部を改正す
る条例

可決 ○:OiO:○ ○ ○ ○ |○ :○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

指定管理者の指定について 可決 ○|○ |○ :○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ● ○:○ |○ ○ )|○

指定管理者の指定について 可決 ○ ○ |○ ○ ○ ○ ○ |○ |○ ○|○‐○
:○
○ ○ 〇 ● ○|○ |○ σ OIO

訴えの提起について 可決 ○:○ :○ |○ ○ ○ :○ |○ |○ ○|○‐○ ○ ● ● ● ● ○ ○ |○ ○:○ |○

茅ヶ崎市指定地域密着型サービスの事
業の人員、設備及び運営に関する基準
を定める条例等の一部を改正する条例

可決 ○ ○ ○ |○ 〇 〇 〇‐○ |○ ○ |○ |○ |○ ○ ○
.○
○ 〇|〇 |○ ○ ○ ○

日
市本
議 共
会 産
議 党
員茅
団 ケ
崎

賢[
属
さ
な
い

中 金
野 田

幸 俊
雄 信

伊 藤
藤 村
優
素 佳
明 理

議案第 3号 ● ●

● ●

● ●

● ●

〇 ●

○:○議案第9号

議案第 10号

○ |○議案第 12号

議案第 22号 ● ● ○:○

議案第 25号 ● ● ○ ○

議案第 30号

議案第 33号
から

議案第 44号

● ● ○ ○

○:○ ○.○

議案第 46号
から

議案第 53号
○|○ ○ ○

議案第 54号 ● ● 〇 ●

○ |○議案第 58号 ● ●議
決
結
果
等

会議の区分 結果
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が
さ
き
自
民
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ラ
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絆
・
新
し
い
風

公
明
ち
が
さ
き

市
民
自
治
の
会

新
政
ち
が
さ
き

湘
風
会

共
産
党

伊
藤
素
明

藤
村
優
佳
理

文化教育

常任委員会
不採択 ● ● ●

| | |
△

|・ |・ |□
□ ●

市
民
自

の

新
政
ち
が
さ
き

可決

○ ○ 〇 ●

○ .○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○|○ |○
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ちが議 とはなそう ちヽがさきのCと/

ALOHA TALK
意 見交換会

『コロナを越 えて 10年後の茅 ヶ崎をデザインしよう」

～茅ヶ崎市が目指すべき将来像について、一緒に考えてみませんか?～

5n298(t)
茅ヶ崎市議会全員協議会室(市役所本庁舎6層 )

‐アロハトーク‐

11:00へ″12:00

14:00へ 1́5:00

議会の動向
1月  8日 新型コロナウイルス対策会議
13日 広報広聴委員会

18日 議会運営委員会

20日 新型コロナウイルス対策会議
28日 広報広聴委員会

2月  9日 広報広聴委員会
10日 議会運営委員会

19日 議会運営委員会

25日 広報広聴委員会

3月  19日 広報広聴委員会
23日 議会運営委員会

4月  6日 広報広聴委員会
※議長の動向については、ホームページに掲載しています。

(「茅ヶ崎市 議長の動向」で検索できます。)

令和 3年第 1回定例会の本会議・委員会の状況については、市
ホームページで録画映像をご覧いただけます。
・令不□3年第 1回定例会の会議録は、5月下旬から市ホームペー
ジ、市立図書館、市役所の市政情報コーナーなどでご覧いただ

けます。

ア旧八トークとは…?

「みんなが自由に話せる場をつくろう。」

そんな想いから私たち茅ヶ崎市議会は意見交換会を

親しみを込めて「アロハトーク」と名付けました。

意見交換会では、

『コロナを鱚えて10年後の事ヶ崎をデザインしよう』

をテーマに、ご来場された市民の皆様と議員で

グループワークを行います。

議員―同、皆様のご参加を心よりお待ちしております。

1目目□l1 5月 6日 (ホ》8膊30分から
5月 19日 (水)17■まで

…

住所。氏名 (フリガガ・電■番号。年m嗜~~~口~下
日のいずれか0方法でこ菫饉ください

饉会亭薔局

00467-82-1111(代 表)(土日を除く)

0 91kal@CityChigaSaki kanagaWajp

l目
=調
ll中学生以上

|1目□|1各国16名
定員を超えた場合は、市内在住・在学

在勤者を優先として抽選を行います。

X令和3年 5月 21日 (金 )に,加確定者の方に会場案内などの通知を発送いたします
X最小催行人数は各回3名以上です

O全員協議会の開催状況 O
月 日 (曜日)

20(水 )

【協議事項】
1.第 2期茅ヶ崎市まち・ひと。しごと創生総合戦略
(素案)について
2.道の駅整備推進事業の事業手法及びスケジュール
見直しについて
3.包括的支援体制の再構築について
4.茅ヶ崎公園体験学習センターの体館日の見直し
の考え方 (素案)について

（
∠ 17(水 )

【協議事項】
1.環境事業センター粗大ごみ処理施設整備事業に
係る事業方式等について
【報告事項l
2.令和3年 4月 における行政組織の改正について
3.新型コロナウイルス感染症の患者発生状況及び
住民へのワクチン接種に向けた準備等の進捗に
ついて
4.新型コロナウイルス感染症による病院経営への
影響について

紙面へのご意見、ご要望をお寄せください。
発行/茅ヶ崎市議会 編集/広報広聴委員会 発行日/4月・7月・10月・1月の末日
〒253-8686茅 ヶ崎市茅ヶ崎1‐ 1-1 議会事務局 80467(82)1111(代表)FAX 0467(82)1060 Eメ ール gikai@city.chigasaki.kanagawa.」 p

月 日 (曜日) 内   容

′
０

3(木)

4(金)

7(月 )

10(木 )

11(金 )

15(火 )

23(水 )

24(ラ本0、  25(10:)
29(火 )、 30(ラ歩()

本会議 (各案件趣旨説明～質疑～付託 )

*本会議 (先議案件最終審議)

都市経済常任委員会 (議案等の審査)

文化教育常任委員会 (議案等の審査)

環境厚生常任委員会 (議案等の審査)

総務常任委員会 (議案等の審査)

本会議 (各案件最終審議、一般質問)

本会議 (一般質問)

○原則として午前10時から

詳細については、5月 27日 (木 )開催予定の議会運営委員会で決定さ
れますので議会事務局にお問い合わせください。
*案件がない場合は、6月 4日 (金)は休会となります。
★請願と陳情の第 2固定例会での取り扱いは、5月 20日 (木 )の正午
までに提出されたものを対象とします。

令和 3年第2回定例会の日程 (予定)

陶 携帯電話で左記のQRコードを読み取ると
市議会ホームページヘアクセスできます。

携帯サイトのご案内

「ちがさき市議会だより」は、紙面の都合で発言の一部を

掲載しています:詳しくは、会議録などをご覧ください。

茅ヶ崎市議会では、市民の皆さんに議会に対する理解と関心を
持つていただき、より身近な議会を目指すため、インターネッ
トのサービスである「facebook(フ ェイスブック)」 を活用し、
情報発信を行つています。

f「茅ヶ崎市議会」で 日困＼

"2鶴

主催 :茅ヶ崎市議会

000000

内   容


